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4: 歌姫赤井谷第3号横穴の調査 第3次 横穴玄室 (南から・奈良文化財研究所撮影)(本文79ページ】
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例 言

1.本書は、平成17年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財調査等の各事業の概要につ

いてまとめた年報であり、昭和60年度分から平成16年度分まで刊行した『奈良市埋蔵文

化財調査慨要報告書』に代わるものとして、新たに創刊したものである。

2.平成 17年度における埋蔵文化財調査および出土遺物整理等の体制は、下記のとおりである。

奈良市教育委員会事務局社会教育部 (当時 平成 19年度より生涯学習部に名称変更 )

文化財課

課 長   福井  進

主 幹   谷村  勝

課長補佐  森下 恵介

埋蔵文化財調査センター

所 長   川本 恭久

調査第一係 係長 立石堅志 技術吏員 鐘方正樹 秋山成人

松浦五輪美 宮崎正裕

山前智敬 大窪淳司

調査第二係 係長 三好美穂 技術吏員 森下浩行 武田和哉

久保邦江 池田裕英

再任用職員 森川倫秀

庶 務 係 係長 北尾秀一 事務吏員 山形和宏

安井宣也

久保清子

中島和彦

原田香織

Ｏ
υ 発掘調査、出土遺物整理等の各事業に関しては、奈良県教育委員会、奈良県立橿原考古学

研究所、ならびに、独立行政法人奈良文化財研究所、奈良市文化財保護審議委員会などの

関係諸機関よりご指導とご協力を賜つた。ここに記して謝意を表する。

各章の冒頭には、さらに個別の例言を示しているので、併せて参照されたい。

本書の編集は平成19年度に行い、埋蔵文化財調査センター所長 森下恵介、同 調査第一係長

森下浩行、同 調査第二係長 鐘方正樹の指導のもと、武田和哉が担当した。

4.

5.
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平成117年度埋蔵文化財調査概要報告



第 1章 平成17年度奈良市埋蔵文化財調査概要報告 例言

1.本章は平成 17年度に奈良市教育委員会が実施 した発掘調査の概要をまとめた報告である。

2.各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施した調査に付した遺跡ごとの通算次数とな
っている。遺跡の略記号は下記のとおりである。

H」 平城京跡  DA 大安寺旧境内  GG 元興寺旧境内  SD 西大寺旧境内
SR 西隆寺旧境内  TI 東市跡推定地  NR 奈良町遺跡 HK 東紀寺遺跡
FJ 古市城跡  UA歌 姫赤井谷遺跡  BT別 所辻堂遺跡  BS別 所下ノ前遺跡

3.古墳時代以前の遺跡については、仮に大字名を付して遺跡名としたものがある。

4.本書で使用 した遺構番号は、一部を除いて調査ごとに付した仮番号である。遺構等の番号
の前には、その種類に応じて以下の番号を付した。

SA(柱 列 。塀)SB(掘 立柱建物)SD(溝 ・濠・溝状遺構 。暗渠)SE(井 戸 )
SF(道路)SK(上 坑)SX(そ の他 )
また、遺構の大きさの数値は、すべて遺構検出面での計測値である。

5。 本文中に示した過去の調査の実施機関は、調査次数の前に下記の略記号を使用 し表記した。

国 ― 独立行政法人奈良文化財研究所 (旧 奈良国立文化財研究所合む)
県 ― 奈良県教育委員会 および 奈良県立橿原考古学研究所
市 ― 奈良市教育委員会

6。 本報告で使用した遺物名称・形式・型式は、一部を除き下記の刊行物に準拠した。

奈良時代 軒瓦 :『平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧』 奈良市教育委員会 1996
鬼瓦 :毛利光俊彦「日本古代の鬼面文鬼瓦 -8世 紀を中心として一」

『研究論集Ⅳ』 奈良国立文化財研究所 1980
上器 :『平城宮発掘調査報告書XI』 奈良国立文化財研究所 1982

古墳時代 須恵器 :田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981
弥生時代 土器 :奈良県立橿原考古学研究所『奈良県の弥生土器集成』2003

7.発掘区位置図については、奈良市発行の1/2500の 「大和都市計画図」を、また調査地位

置図については、国土地理院発行の1/25000の地形図を利用 した。

8.本文中において示した、位置の表示値は、測量法改正 (2002年 4月 )以前の平面直角国
土座標体系第Ⅵ系の数値である。

9。 本章の執筆は、当該調査 と遺物整理を担当した奈良市教育委員会生涯学習部文化財課職員

と平成 19年度臨時職員 渡辺和仁 (奈良大学大学院生)が分担し、文責は各調査報告の文

末に記した。

10。 この報告に関する調査記録 。出土遺物は、奈良市埋蔵文化財調査センターで保管している。
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No 調査次数 遺 跡 名 調 査 地 調査期間
訓 食

面積
調査担当者 届出 (申請)者 事業内容

業

分

事

区
届出 (申請 )
番号

l H」529次
平城京跡 (東四坊大

路)・ 油坂遺跡

大宮町二丁目125‐ 5

他

2005/5/9～
6/14

212ゴ 秋山・

久保清・山前
奈良市長

大和都市計画

街路事業 (芝
辻大森線 )

公共 H10.3011

2 H」 530次
平城京跡 (左京四条三

坊六坪)
三条栄町16卜 l他

2005/5/9～
5/18

110M 池田裕
・

武田 。松浦

(株)栗実住宅
(株)オークホーム

宅地造成 原因者 H16.3384

3 H」531次
平城京跡 (左京二条七

坊十五坪)。 奈良町遺

跡

今小路町71他
2005/5/16-7
/21

372ゴ 中島・武田 個 人 共同住宅建設 原因者 H16.3329

4 H」 532次
平城京跡 (右京北辺坊
四坊三坪)

西大寺宝ヶ丘町
737-1他

2005/5/31-7
/29

667� 久保邦 (株)奥村組
マンション建

設
原因者 H170207

5 HJ533次 平城京跡 (右京四条四
坊・西三坊大路)

宝来三丁目8152
2005/6/13-
6/21

14∬ 池田裕 個人 個人住宅新築 緊急 H17.3033

6 H」534次
平城京跡 (右京二条二

坊九坪)

西大寺国見町一丁目

2137-74
2005/9/1～
9/16

100ゴ 久保邦 (株)新星和不動産
マンション建
設

原因者 H173053

7 H」 535次
平城京跡 (左京三条二

坊三坪)

三条大路一丁目
607-3

2005/9/7-
9/14

60だ 武田 個 人

賃貸住宅 。事

務所 。個人住
宅建設

原因者 H173132

8 H」536次
平城京跡 (左京五条二

坊二坪・五条条間路)
大安寺町52卜 1他

2005/9/15-
10/8

330ご 中島・武田 (株),II西建設

ショールーム

付修理工場建

設

原因者 H173162

9 HJ537次 平
城京跡 (左京五条六

坊二坪)
西木辻町5-2

2005/10/3-
11/2

400∬ 宮崎 。安井 奈良市長
済美小学校核

合建設事業
公共 H173180

HJ538次 平城京跡 (左京九条
三

坊十一・十二坪)
東九条町15他

2005/10/17～
12/21

1460 久県邦・
中島

(宗 )真澄寺 寺院新築 原因者 H17.3130

11 HJ539次 平
城京跡 (右京六条四

坊十二坪)

六条西三丁目1559-1
の一部他

2005/10/17～
10/18

10だ 武田・三好 (株)大陽興産 宅地造成 原因者 H17.3161

H」540次 平
城京跡 (右京二条四

方十二坪)
菅原町6334他

2005/10/17～
2006/3/16

950ゴ
久保清・

安井・大窪
奈良市長

大和都市計画

街路事業 (大
和中央道・菅

原工区 )

公共 H17.3240

HJ541次
平城京跡 (左京五条四

方九・十六坪・束四

坊坊間束小路)

大森町 135-9他
2005/11/1-
2006/3/15

1400
宮崎・山前 奈良市長

」R奈良駅南
特定土地区画

整理事業

公共 H17.3145

HJ542次 平城京跡 (左京
三条四

坊四坪)
大宮町三丁目2047

2006/1/18～
2/2

162∬ 武 田 (株)宝来住宅 共同住宅建設 原因者 H17.3213

H」543次 平
城京跡 (右京六条四

坊十四坪)

六条西三丁目14804
の一部他

2006/1/10-
3/10

1490 中島・

久保邦
個人 宅地造成 原因者 H133116

HJ544次 平城京跡 (左京
三条四

坊十三坪)・ 油坂遺跡

大宮町二丁目8240
他

2006/723～
3/29

176� 武 田 (株)近鉄不動産 共同住宅建設 原因者 H173289

H」545次
平城京跡 (左京五条二

坊七坪)
大安寺町5541他 2006/3/9* 40∬ 三好

(株)フ ァースト
ホーム

宅地造成 原因者 H17.3386

HJ546次 平城京跡 (左京
八条四

坊十四坪)
東九条町722‐ 1他

2006/3/13～
3/17

60� 三好 (有)やすらぎ住宅 宅地造成 原因者 H173199

H」547次 平城京跡 (朱雀大路)
三条大路三丁目
444‐ 6他

2006/3/20～
3/30

48だ 三 好
(株)タ ジマコー
ポレーション

展示場新築 原因者 H17.3360

DA110次 史跡大安寺旧境内 東九条町1340他
2005/7/19-
2006/1/17

1090
松浦

奈良市教育委員会

教育長

史跡大安寺旧

境内保存整備

事業

公共 H171004

DAl l l次 史跡大安寺旧境内
大安寺四丁目10422

他
2005/8/1～ 8/5 30ご 武田 個人 個人住宅改築 緊急 H17.1011

MH2次 史跡大安寺旧境内 大安寺八幡町13103
2005/10/25-
11/16

43∬ 池田裕 個 人 個人住宅改築 緊急 H17.1003

DAl13次 史跡大安寺旧境内
大安寺町ヒラキ
1238-1

2006/76-3/9 102∬ 池田裕 芝池水利組合長 芝池改修 緊急 H17.1074

SD20次 西大寺旧境内 西大寺南町24051他
2005/6/15～
9/14

1060
安井 奈良市長

近鉄西大寺駅

南地区土地区

画整理事業

公共 S63.3056

SD21次
西大寺旧境内・平城

京跡 (一条南大路)
西大寺南町2387‐ 2他

2005/12/15～
2006/3/13

460∬ 安井 奈良市長

近鉄西大寺駅

南地区土地区

画整理事業

公共 S633056

SM2次 戎務陵古墳陪塚ろ号
勝繕141

山陵町3181他
2005/7/5～
7/12

28� 池田裕 個人 個人住宅新築 緊急 H173002

U A3次 歌姫赤井谷第 3号横穴 歌姫町赤井谷986-2
2005/vl～
10/20

44ゴ
池田裕・

植野浩三
奈良市教育委員会

狭育長
遺跡範囲確認 緊急

FJ5次 古市桜谷遺跡
・古市

蹴駄
古市町981他

2005/7/11～
H/10

1440
山前 奈良市長

古市公園整備

事業
公共 H153266

BS4次 別所下ノ前遺跡 別所町480他
2005/7/14～
H/11

1580
鐘方 。大窪

奈良県北部農林振

興事務所長

県営ほ場整備

事業・田原束
地区

原因者 H133153

MM8次 水間遺跡 水間町1052他
2005/11/28-
2006/1/13

555∬ 鐘方 。大窪
奈良県北部農林振

興事務所長

県営ほ場整備

事業・田原東
地区

原因者 H13.3153

*奈
良大学文学部文化財学科助教授 (当時)

平成17(2005)年度 奈良市荻育委員会実施 埋蔵文化財発掘調査一覧
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4ヤ゛｝】涎

平成 17年度 発掘調査位置図A 1/50000
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平成 17年度 発掘調査位置図B 1/50000
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1.JR奈良駅南特定土地区画整理事業に係る発掘調査
平城京跡 (左京五条四坊九・十六坪、東四坊坊間東小路)の調査 第541次

I.は じめに 条四坊九坪および十六坪に該当し、発掘区中央には東四

奈良市教育委員会では、平成 13年度から」R奈良駅   坊坊間東小路、北端には四条大路が位置する。これま
南特定土地区画整理事業地内 (総面積 14.6万ポ)の発   で、九坪内では坪の北端部でHJ第 350次、南西隅でH

掘調査を実施 しており、平成 15年度までの 3ヵ 年度に、  J第 459-2次、十六坪内では坪の南東隅でH」 第4684
10箇所で計5,341∬ の発掘調査を実施 している。今年  次、H」 第486次の各調査を実施 している。今回の調査
度の調査は平成 16年度事業の繰越分で、調査位置は下   は、九・十六坪の様相 と東四坊坊間東小路の確認を主た

記の一覧表と位置図の通 りである。 る目的として実施 した。

発掘調査は連続立体交差関連公共事業による高架工事   報告に用いる遺構記号・番号は、古墳時代以前の遺構
に先立ち、 JR関西本線の軌道高架工事部分で実施 し  には2桁を、奈良時代以降のものには 3桁以上の番号を
た。調査は東発掘区 (800ど )と 西発掘区 (600ど )に   用い、これらの番号は当事業地内で、坪ごとに設定して
分けて行なった。調査地は平城京の条坊復原では左京五  いる通し番号 とした。 (宮崎正裕 )

印 棚

関

西

電

力
零

良

支

平成 17年度 JR奈良駅南特定土地区画整理事業地内 発掘調査一覧表
遺 跡 名 調査次数 事 業 名 調 査 地 調 査 期 間 調査面積 調査担当者

平城京跡 (左京五条四坊九・十六坪、

東四坊坊関東小路)
H」 第541次

連立関連公共

施設整備事業
大森町1359他

H17.Hl～
H18.3.15

1,400∬ 宮崎・山前

JR奈良駅南特定土地区画整理事業地内 発掘調査位置図 (1/5000)
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Ⅱ.基本層序

発掘区が北東から南西に細長いため、基本層序は場所

により異なる。東発掘区北半では造成土、黒灰色 。灰色

砂質土、灰色砂質土・灰責色粘砂 と続き、現地表下 1.5

m前後で旧流路埋上である橙茶灰色粘砂 (標高約63.4

m)と なる。東発掘区南端では造成上、暗灰色砂質土と

続き、現地表下1.3m前後で淡黄灰色粘質上の地山 (標

高約63.4m)と なる。西発掘区南端では、造成上直下

の現地表下1.lm前後で明黄色粘土あるいは明黄灰色粘

砂の地山 (標高約63.3m)と なる。

なお、東発掘区南端から西発掘区北端にかけては、部

分的に黄灰茶色粘砂を主体 とする整地上層が0.lm程度

の厚さで堆積する。遺構はこの整地上層、旧流路埋土、

地山上面に遺存し、遺構検出は旧流路埋土上面、整地上

層上面、地山上面で行なった。

東発掘区北半の旧流路は、堆積状況と出土土器の特徴

などから、弥生時代後期に埋没したものとみられる。

Ⅲ.検出遺構

検出遺構には弥生時代と奈良・平安時代のものがあり、

各遺構の概要は、次頁以下の遺構一覧表の通りである。

東発掘区で検出した上坑 S K02は 南北・東西ともに、

1.lm以上の規模で、発掘区外北西へと延びる。弥生時代

SW

中期末～後期初頭の弥生土器甕・高杯の小片が出土した。

奈良・平安時代の遺構には、東四坊坊間東小路とその

両側濤、それと平行する南北濤、坪内を区画する溝、掘

立柱塀 。建物、井戸、土坑がある。以下、東四坊坊間東

小路に関連する条坊遺構、九坪内の遺構、十六坪内の遺

構の順で報告する。

条坊遺構 西発掘区で検出した S D10Hは 、幅 1.6
～ 2.2m、 深さ0,3mの 南北溝である。 S D1012は そ

の東側に平行する幅1.8～ 3.Omの南北溝で、その清心

心間距離は約6.9mを測る。両溝の検出位置から、 SD
10Hが東四坊坊間東小路の西側濤、 S D1012が東四
坊坊間東小路の東側溝とみられ、その間が東四坊坊間東

東四坊坊間東小路 S F 1010(北から)

0             2m
32:黄灰茶色粘砂
(地田け

l:造成土
2:灰色粘砂
3:灰茶色粘砂
4:茶灰色粘砂
5:灰色砂質土

灰黄色粘砂

橙灰色粘砂

灰茶色粘砂

茶灰色粘砂

6:橙灰茶色粘砂
7:茶灰色粘砂
3:灰色粘砂
9:淡黄灰色粘砂
10:淡黄茶灰色粘砂

10:淡茶灰色粘砂  141淡灰黄色粘砂  18:橙灰色粘砂 + 21:灰 黄色砂   25:暗 灰色粘質±  29:茶灰色粘秒
11:淡灰黄色粘砂  15:黄灰茶色粘砂    灰色砂     22:灰 色粗砂    26:橙 茶灰色粘砂  30:淡灰色粘細砂
12:淡灰色粘砂   16:橙 灰茶色粘砂  19:淡灰黄色l17礫  23:橙灰色砂礫   27:灰 色粘質±   31:灰 色砂礫
HJ第 541次調査 東発掘区旧流路部分土層断面図 (V80)

1':淡灰色粘砂       16:黄 灰茶色粘砂 21:黄茶灰色粘砂
12:灰色砂質上       17:淡 灰黄色粘砂 22:橙茶灰色粘砂
13:淡灰茶色粘砂 (砂力S多い)13:淡灰茶色粘砂 23:淡 黄灰色粘質上 (地山)
14:淡灰茶色粘砂 (砂力S多い)19:淡灰黄色粘砂 24:淡 黄茶色粘砂 (ナ也山)
15:灰色粘砂+黄色粘砂   20:橙 茶灰色粘砂 25:橙 色粘砂 礫 (地山)

HJ第 541次調査 西発掘区東四坊坊間東小路
601の 各埋土】

(S F 1010)
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小路の路面 (S F1010)に相当する。 S F1010は 路

面幅が約 5mで、標高が63.4m前後である。路面心の

国土座標値はX=-147,135.0、 Y=16,588.2と なる。

九浮内の遺構 奈良時代の溝 7条、掘立柱塀 2条、土

坑 5基がある。

S D106は、前述の東四坊坊間東小路の西側溝 SD
1011と 平行する南北溝である。重複関係から土九 SK

601よ りも新しい。 S D106と S D1011の 間には南北

塀 S A201が あり、九坪の東端を限る。また、この部

分で検出した東西約1.5m間隔の小柱穴 2箇所は、築地

塀添柱穴 ともみられる。 S D107は 幅3.5m、 深さ0。 6

mの東西溝で、南北溝 S D108が繋がる。 S D107は 東

H」 第 541次調査 条坊関係検出遺構 (道路側溝)

端から6m以西は0。 lm程度深 くなる。 S A202は SD
107のす く

｀
北側で検出した東西塀で、重複関係からS

D107・ 108、 S K601よ りも新しい。 S D1091ま SD
107の 南約 2mで検出した東西溝で、溝底は西に下 り、

発掘区外西に延びる。 S D1091こ 1ま南北溝 SDHO。
Hlが繋がる。 S Dl12は発掘区の西端で検出した幅
2.Om、 深さ0.6mの南北溝で、溝底は北に下 り、発掘区

外北に延びる。 SDH2は 上層と下層に分かれる。下層
の埋没はS D109の 掘削に先行し、上層は S D109と 同

時期に埋没する。 S D107か らS D109の 間は、九坪内

の南北およそ1/2に相当し、 S Dl12は九坪内の東端か

らおよそ1/41こ位置する。

(上 )。九坪内検出遺構 (掘立柱塀)(下)一覧表

構

号

遺

番

掘  形
主な出土遺物 備 考

平面形 平面規模 深 さ

SD
1011
南北清

長さ105m以上×

幅1.6～ 22m
03m
土師器杯・皿・高杯・壷・甕、須恵器杯・蓋・鉢・壺 。

甕、製塩土器、丸瓦、平瓦

埋没時期は平安時代初頭。濤心の国土座標値はX
=‐ 147,1350、  Y=-16,591.7。

SD
1012
南北溝

長さ11.5m以 上x

幅18～ 3.Om
0.3m

埋没時期は平安時代初頭。清心の国上座標値はX
=-147,135,0、  Y=-16,5848。

遺構番号 棟方向 規模 全長 (m) 柱間寸法 (m) 備考

S A201 南北 l以上 3.0以上

S A202 東西 6以上 E写から1.8-1.8‐ 2.1-2.6-1 8-1.8 重複関係からS D107・ 108、  S K601よ りも新しい。

-16,590

-147,130

囲

HJ第 541次調査 西発掘区遺構平面図 (1/300)
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十六坪内の遺構 奈良・平安時代の溝 15条、掘立柱
塀27条、掘立柱建物 12棟、井戸 2基、土免24基がある。

なお、後述の S Dl17以 東および S Dl18以 南の掘立

柱塀・建物の大半は、前述の整地上層上面で検出した。

この整地土層中には、奈良時代後半の上器が含まれる。

S Dl17は、整地上層下の地山上面で検出した南北

溝で、東四坊坊間東小路の東側溝 S D1012と 平行す

る。十六坪西端の南北棟建物 S B261と 東西塀 S A235

は、 S Dl17が埋った後に建てられる。 S Dl18は 、整

地上層下の地山上面で検出した東西溝で、清底は西に下

る。埋土から奈良時代後半の上器が大量に出土した。 S

Dl18は十六坪内の北端からおよそ1/41こ位置する。ま

た、 S Dl18の 南側 と北側 とでは、遺構密度が大きく

変わることから、 坪内を南北に区画する溝とみられる。

S Dl18の南側に点在するS Dl19～ 124は、すべて

整地上層下の地山上面で検出した。

南北溝 S Dl17の 東側で、東西溝 S Dl18の 南側部分

には掘立柱塀 とみられる柱列で区画された時期が複数

ある。まず、南北塀 S A243と 東西塀 S A244で L字形

に区画される。つぎに S A234を 踏襲 した南北塀 SA
246と 東西塀 S A247で L字形に区画される。この時期

までは、これらの塀で区画された範囲には掘立柱建物は

確認できない。その後、南北塀 S A236・ 237と それに

繋がる東西塀 S A235,238が東西対称な位置に配され

る。この時期には、 S A237と S A238で区画された北

東側に S B262が建てられ、 S A235の 南側に南北塀 S

A241と 東西塀 S A242で L字形に区画され、その北東

側にS B268-270・ 272が建てられる。

-147,130

H」 第 541次調査 西発掘区 (東端)。 東発掘区遺構平面図 (1/300)
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H」 第 541次調査 九坪内検出遺構 (溝・上坑)。 十六坪内検出遺構 (井戸)一覧表

遺構番号
掘  形

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m)

S D106 南北溝
長さ103以上×

幅1.4-1 7
0.1～ 0.3

上師器杯 。皿・甕、須恵器杯・蓋・甕、製塩土器

丸瓦、平瓦

出土土器の時期不明。溝心の国土座標値はX
=-147.135,0、  Y=‐ 16,596.2。

S D107 東西溝 長さ160×幅3.5 06

サヌカイト剥片、土師器杯・皿・鉢 。高杯・壷・

蓋・甕・竃・高杯 (ミ ニチュア)、 須恵器杯・

杯蓋 。皿・鉢・壺 。壷蓋・平瓶・甕、製塩土器、

線刻土器、丸瓦、平瓦

埋没時期は奈良時代末。重複関係からS K601・

602よ りも新しく、 S A202よ りも古し】。 S D108
に繋がる。清心の国土座標値はX‐ 147,144,9、 Y
=-16,6090。

S D108 南北溝 長さ45×幅2.0 01～ 02
土師器甕、須恵器杯・壷・横瓶・甕、丸瓦、平

瓦

出土土器の時期不明。重複関係からS K603よ りも

新し彰ゝ。 S D107に 繋がる。

S D109 東西溝 長さ15.0×幅20
サヌカイト剥片、土師器杯・皿 。高杯・蓋・甕・

竃、須恵器杯・杯蓋・皿・鉢・壷・壼蓋・平瓶・

甕、製塩土器、丸瓦、平瓦

哩没時期は奈良時代後半。重複関係からS K604よ り

も新しく、 S D112と 同時期に埋没。 S Dl10・ lll

に緊がる。溝心の国土座標値はX一 147,1494、 Y
=-16,609.0。

S D110 南北濤 長さ2,7×幅0.6 土師器甕 出土上器の時期不明。 S D109に 繋がる。
SDlll 南北濤 長さ4.5x幅 0,7 土師器杯 。皿・壷・甕、須恵器杯・鉢・甕 出土土器の時期不明。 S D1091こ繋がる。

S Dl12 南北溝 長さ82x幅20 土師器杯 。甕、須恵器杯・皿・鉢・蓋・甕

出上土器の時期不明。重複関係から、下層の埋没は

S D109の掘削に先行し、上層はS D109と 同時期
に埋没。清心の国土座標値はX-147,149,4、 Y
=-16,6220。

S K601 不整形
南北42以上×

東西35以上
14以上

土師器杯・皿・蓋・甕、須恵器杯・皿・壷・蓋 。

甕

湧水が激しく完掘を断念。出土土器の時期不明。重

複関係からS A202、 S D107よ りも古�ゝ。
S K602 隅丸方形 南北 0×東西08 出土遺物無 重複関係からS D107よ りも古い

S K603 南北溝状 南北 .8×東西1.2 出土遺物無 重複関係からS D108よ りも古い

S K604 不整形 南北 7x東西2.0 土師器、須恵器杯 。壷・甕 重複関係からS D109よ りも古い

S K605 不整形 南北 2x東西 1.4 土師器杯、須恵器杯

構

号

遺

番

掘  形 井戸枠
主な出土遺物 備考

平面形 平面規模 深 さ 構造 内法

SE
506
楕円形

南北3.Om
X東西2.5 1.3m

縦

柱

留

形

隅

桟

方

板

横

一辺

0.55

(掘形)土師器杯・皿・鉢・高杯・甕、須恵器杯・壷・蓋・甕、丸瓦、
平瓦 (枠内)土師器杯 。皿・杭・鉢・甕、須恵器杯 。壷・蓋・甕、製
塩土器、塁書土器「大」、丸瓦、平瓦 (枠抜取)土師器竃、須恵器皿、
墨書土器「十J、 IH絹

井戸底の標高は62.lm。 奈良時代

末の井戸。重複関係からS K623

よりも新しく、 S K622よ りも古
し】。

Ｓ Ｅ

５。７

隅丸方

形

南北1.6m
×東西17 1.4m

一木半

裁割り

貫き十

曲物

直径

06m

(掘形)土師器杯・皿・甕、須恵器杯 。壺・甕、丸瓦、平瓦 (枠内)
土師器杯・皿・甕、須恵器杯・鉢・壷・蓋・平瓶・甕、黒色土器 A類
皿・椀、製塩土器、軒平瓦 (6667A)、 丸瓦、平瓦、曲物の蓋板 (習書)

(枠抜取)土師器椀

井戸底の標高は619m。 平安時

代前半の井戸。重複関係からSK
616よ りも新しヤゝ。

1:橙茶色粘砂
2:明黄灰色粘砂
3:淡灰茶色砂質土
4:淡灰茶色粘砂
5:黄茶灰色粘砂

SW

6:黄茶色粘砂+灰色砂
7:淡責灰色粘細砂
8:淡茶灰色粘質土
9:黄橙灰色砂質土 (地山)
101淡青灰色粘細砂 (地山)

0                     2m

L.H:65,Om

1:造成上

2:暗灰色砂質上

3:灰茶色砂質土
4:淡茶灰色砂質土

5:黄灰色粘砂
6:黄灰茶色粘砂
7:茶灰色粘質土

8:淡灰黄色粘砂

9:暗灰茶色粘砂
10:淡灰茶色粘砂
H:淡灰色粘質土
12:淡黄灰色粘質土 (地山)

13:淡黄灰色粘砂 (地山)

【4:S K613、 6:整地上層、7:

S Dl18、 9・ 10:S K611
の各埋上】

HJ第 541次調査 西発掘区 S D 107・ 109土層断面図 (1/50)(上 )。 東発掘区土層断面図 (1/50)(下 )
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HJ第 541次調査 十六坪内検出遺構 (掘立柱塀・建物)一覧表

遺構番号 棟方向

規模 行行 (南北 梁行 (東西 ) 柱間寸法 (m)

備考桁行 (南北 )
x梁行 (東西

全長 (m) 全長 (m) 桁行 (南北 ) 梁行 (東西 )

S A234 南北 2以上 4.5以上 】ヒから1.8-2.7 重複関係からS D1012よ りも古し

S A235 東西 2以上 4.2以上 2.1等間
重複関係からS Dl17よ りも新しい。 S A236に 繋
がる。建物の南側柱の可能性あり。

S A236 南北 2以上 4.0以上 2.0等間
重複関係からS K607よ りも新しい。S A2351こ 繋
がる。建物の東側柱の可能性あり。

S A237 南北 4以上 7.6以上 南から1.8-1.8-2.0-2.0
重複関係からS A246よ りも新しい。 S A238に繋
がる。

S A238 東西 3以上 52以上 西から1.5-2.4‐ 13
重複関係からS D123、 S A247よ りも新しい。 S

A237に繁がる。
S A239 東西 3以上 48以上 東から1.2-1.8‐ 1.8 S A240に 繋がる。

S A240 肩三】ヒ 5以上 9.6以上 肩
=力

】ら1.8-1.8-1.5-2.1-2.4 重複関係からS B263よ りも古い。S A239に 繋がる。

S A241 居ζ】ヒ l以上 2.1以上 重複関係からS B263よ りも古い

S A242 東西 6以上 12.l以 上 コ耳か ら2.0-2.0-2.4-2,7‐ 1.5-1.5 重複関係からS A243よ りも新しい。

S A243 南北 4以上 8.4以上 2.1等間
重複関係から整地上層、S A245、 S B263よ りも

古い。 S A244に 繋がる。

S A244 東西 2以上 4.2以上 2.1等間
重複関係からSK6H、 整地上層よりも古い。 SA
243に繋がる。

S A245 南北 5以上 12.0以 上 24等間
重複関係からS A243よ りも新しく、 S K613よ り
も古い。 S A248に 繋がる。

S A246 南北 l以上 2.4以上
重複関係からS A237よ りも古い。 S A247に 緊が

る。建物の西側柱の可能性あり。

S A247 東西 3以上 4.5以上 西から1.5-1.8-1.2

重複関係からS D123よ りも新しく、 S A238よ り
も古い。S A246に緊がる。建物の北側柱の可能性
あり。

S A248 東西 3以上 7.5以上 西から21‐27‐27
重複関係からS B262よ りも新しい。 S A245に繋
がる。

S A249 東西 3以上 6.0似上 西から2.1-21‐ 18
重複関係からS A245よ りも新しく、 S D263よ り
も古い。

S A250 東西 6以上 10.8以 上 Z耳か ら 1.5-1.5‐ 2 1-2.1-1.8-1.8 重複関係からS B268よ りも新しし

S A251 南北 2以上 3.4以上 1,7等間 重複関係からS D127よ りも新しヤ

S A252 肩す】ヒ 6 】ヒから1,7-1.5-1 3-1 5‐ 17-1,7 重複関係からS K621よ りも古い。

S A253 東西 2以上 3.9以上 東から2.1-1.8 重複関係からS K622よ りも新し▼

S A254 肩す】ヒ 3以上 51以上 南から1.5-1.5-2.1 重複関係からS A255、 S K621よ りも古い。

S A255 東西 3以上 5.1以上 東から15‐ 1.8-1.8 重複関係からS A255よ りも古い。

S A256 東西 2 1.6等間 重複関係からS A254・ 255よ りも新しし

S A257 東西 2 4.5 東から2.7-1.8

S A258 東西 lメ上 3.0以上 S A2591こ繋がる。

S A259 南北 2以上 6.0以上 3.0等間 重複関係からS B272よ りも古しゝ。 S A258に繋がる。

S A260 南北 2 1.4等間

S B261 南北 15等間 18等間 重複関係からS Dl17、 S K604・ 605よ りも新ししゝ。

S B262 東西 63 18等間
行行柱間寸法は、西から151515‐ 18。 重複関係
いらS A248、 S B265よ りも古彰ゝ。

S B263 東西 63 2.1等間 21等間
重複関係からS D123、 S A240・ 241・ 242・ 24〔
よりも新しい。

S B264 東西 2.1等間
貯行柱間寸法は、西から2.0-2.0-1.5。 重複関係から
S K607よ りも新ししゝ。

S B265 東西 4以上 x2 8.4以上 2.1等間 2.4等間 重複関係からS A247よ りも新し�

S B266 不明
(1以上 )x

(2以上 )
(2.7以上 ) (32以上 ) 東西柱間寸法は、西から1.81.5。

S B267 東西 15等間 18等間
重複関係からS D126よ りも新しく、 S K614よ り
も古い。

S B268 不明 (2)x(2)
東西柱聞寸法は、西から1.5-18。 重複関係からSA
250よ りも古い。

S B269 不 明 (2)x(2) 2.4 1.2等間
東西柱間寸法は、西から1.21.5。 重複関係からSK
617・ 618よ りも古ヤ】。

S B270 東西 3× 2 6.3 2.1等間 1.6等間 1ヒ側柱柱穴から、軒平瓦 (6668A)が 出土。
S B271 南北 3× 2 7.2 2.4等間 2.4等間 重複関係からS K621・ 622よ りも新し�ゝ。

S B272 南北 3以 _Lx2 1.8等間 21等間
西側柱柱穴から、緑釉陶器蓋が出土。重複関係から
S A259よ りも新しψゝ。
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HJ第 541次調査 十六坪内検出遺構 (溝・土坑)一覧表

遺構番号

掘  形
主な出土遺物 備考

平面形 平面規模 (m)
深 さ

(m)

S K02 不整形 南北11以上×東西1.1以上 075 弥生土器高杯・甕 底が平坦な、弥生時代後期初頭の上坑。

S Dl17 南北溝 長さll,0以上×幅18～ 3.C
0.1～

0.3

土師器杯・皿・甕、須恵器杯・壷・蓋・甕、

漆壷 (上師器壺)、 製塩上器、土馬、平瓦、

フイゴ羽口

重複関係から整地上層、 S A235、 S B261、 SK
603・ 604・ 605よ りも古ヤゝ。 濤心の国土座標値はX
=‐ 147,135,0、  Y=-16,581.4。

S Dl18 東西溝 長さ19.3以上×幅0.6
0.2～

03

古墳時代須恵器杯身、土師器杯・皿・椀・

高杯 。重・甕、須恵器杯・皿・鉢・壷 。蓋・

横瓶・甕・重 (漆付着)、 製塩土器

埋没時期は奈良時代後半。重複関係からS K612よ り

も新しく、整地上層よりも古い。溝心の国土座標値は

X=-147,118.2、  Y=-16,5690。

S Dl19 南北溝 長さ12以上×幅0,4 麻生土器、上師器、須恵器杯 重複関係から整地上層、 S K610よ りも古い。

S D120 南北溝 長さ0.8以上×幅03 0.05 土師器 重複関係から整地上層、 S K610よ りも古い。

S D121 南北溝 長さ3.7以上×幅0.5 か生土器壷、土師器、須恵器
南端でS D122に 繋がる。重複関係から整地上層、S

A248、 S B262よ りも古い。

S D122 蛇行 長さ13以上×幅0,3 須恵器杯
北端でS D1211こ繋がる。重複関係から整地上層、S

A238よ りも古い。

S D123 東西溝 長さ3.3以上X幅03 出土遺物無
重複関係から整地上層、 S A238・ 247、 S B263よ

りも古い。

SD 東西清 長さ30以上x幅0.2 出土遺物無 重複関係から整地上層、S D121、 S B265よ りも古い。

SD 東西溝 長さ3.3以上×幅0.4 土師器 重複関係からS A249よ りも新し|

SD 東西溝 長さ36以上x幅0.3 出土遺物無 重複関係からS B267よ りも古しう。

SD 東西溝 長さ3.8以上x幅03 0.05 出土遺物無 重複関係からS A251よ りも古い。

SD 東西清 長さ09以上x幅0.3 須恵器杯蓋

SD 東西清 長さ2.2以 _L×幅0.2 上師器皿、須恵器甕

SD 東西溝 長さ43以上×幅0.3 土師器杯、須恵器杯・皿 重複関係からS K620よ りも新しし

SD 蛇行 長さ35以上×幅03 上師器杯

S K603 隅丸方形 南北16x東西2.0 土師器、須恵器杯・壷、丸瓦、平瓦 重複関係からS Dl17よ りも新し�

S K604 不整形 南北20x東西1.5 045 土師器、須恵器
重複関係からS Dl17よ りも新しく、 S B261よ りも

古い。

S K605 楕円形 南北2.3以上×東西1.3 土師器、須恵器、平瓦
重複関係からS Dl17よ りも新しく、 S B261よ りも

古い。

S K606 不整形 南北1.3× 東西1.1 土師器 重複関係からS K607よ りも古い

S K607 不整形 南北08x東西2.0 須恵器壷 重複関係からS B263・ 264よ りも古い。

S K608 東西濤状 南北0.5x東西17 土師器杯・高杯、須恵器壷・甕 重複関係からS A242、 S B265よ りも古い。

S K609 東西溝状 南北0,7X東西15 土師器 重複関係からS B265よ りも古い。

S K610 惰円形 南北0.9×東西1.2 土師器杯蓋、須恵器甕 重複関係からS D119。 120、 S B265よ りも古い

S K611 隅丸方形 南北20× 東西3.0 025
土師器椀・甕、須恵器杯 。杯蓋・皿・壼・

甕、製塩土器、転用硯 (須恵器杯・杯蓋)、

丸瓦、平瓦

重複関係からS A244よ りも新しく、整地上層よりも

古い。

S K612 不整形 南北1.8×東西27
古墳時代土師器高杯、土師器杯・皿・高杯・

甕、須恵器皿 。鉢・蓋、製塩土器
重複関係からS Dl18、 S B262よ りも古�

S K6 隅丸方形 南北1.1× 東西2.6以上 02 上師器皿、須恵器杯・甕

S K6 不整形 南北 l.5×東西2.3 弥生土器、上師器、須恵器 重複関係からS B267よ りも新しし

S K6 隅丸方形 南北05× 東西1.8 土師器、古墳時代須恵器杯身

S K6 不整形 南北28以上x東西28 土師器、須恵器杯 重複関係からS E507よ りも古い。

S K6 7 不整形 南北1.4×東西07 土師器皿 重複関係からS B269よ りも新しい

S K6 不整形 南北2.9× 東西1.3 土師器、須恵器 重複関係からS B269よ りも新しい

S K6 南北濤状 南北3.6×東西1.0 土師器壷、須恵器杯・甕、平瓦

S K620 不整形 南北3.5以上×東西4.2以上
弥生土器、上師器、須恵器甕、製塩土器、

平瓦
重複関係からS D130よ りも古い。

S K62〕 東西溝状 南北0,7-1.7× 東西45
土師器椀・高杯、須恵器杯・杯蓋 。皿・壼・

甕、黒色土器 A類椀、製塩土器、丸瓦、平
瓦

重複関係からS A252・ 254よ りも新しく、S B271

よりも古い。

S K622 東西溝状 南北0.4-1.5× 東西40
サヌカイト剥片、土師器甕・竃、須恵器杯・

壷・甕、製塩土器、丸瓦、平瓦

重複関係からS E506よ りも新しく、 S A253よ りも

古い。

S K623 不整形 南北3.2x東西2.4 土師器、須恵器、製塩土器 重複関係からS B271、  S E506よ りも古しゝ

S K624 L字形 南北3,7以上x東西35
0.1～

03
小生土器、土師器高杯、須恵器杯・杯蓋・養・

製塩土器、丸瓦、平瓦
西半に比べ、東半は深い。

S K625 不整形 南北2.3以上×東西1.5以上 土師器 重複関係からS K626よ りも古い

S K626 隅丸方形 一辺10
土師器甕、須恵器杯・杯蓋・甕、製塩土器、

丸瓦、平瓦
重複関係からS K625よ りも新しい。
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十六坪東端の井戸 S E506は 方形縦板隅柱横桟留の枠

をもつもので、枠が一部抜き取られている。枠内から奈

良時代末の土器が出土した。重複関係から土坑 S K623

よりも新しく、 S K622よ りも古い。 S E506の 西側に

は、南北棟建物 S B271、 東西塀 S A253が建てられる。

S E506の 東側には S A253と 柱筋を揃えて東西塀 SA
257・ 258が建てられる。 S A258は 西端で南北塀 SA
259イこ繋がる。

井戸 S E507は 一木半裁到 り貫きの枠で、枠が一部抜

き取られている。枠は高さ0。 9～ 1.lm分が遺存し、井

戸底に曲物を据えている。曲物内から、習書された曲物

の蓋板が出土した。枠内の出土土器は奈良時代末～平安

時代初頭のものが主体を成すが、曲物内からは9世紀後

半の黒色土器A類皿 (1点 )ん 出ゞ土している。重複関係

から土坑 S K616よ りも新しい。

Ⅳ.出土遺物

(宮崎正裕 )

弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代の遺物が遺物整

理箱で48箱分出土した。

弥生時代の遺物には、弥生土器 (壷・甕 。高杯)と、

L.H:63.6m

l灰色粘質土
(枠抜取土)

2灰色粘砂
(枠裏込土) 0         1m

井戸 SE507平面・立面図 (1/30)

サヌカイ ト製の石鏃 (1点 )と 剥片 (27点 )があり、

遺物整理箱で0.5箱分出上している。弥生土器はすべて

破片で、主に S K02お よび旧流路から出上 した弥生時

代中期末～後期初頭のものである。

古墳時代の遺物には、土師器と須恵器の小片が少量あ

り、奈良時代の遺構および遺物包合層から出上している。

奈良 。平安時代の遺物には土器類、瓦類、木製品など

がある。このうち、土器類は遺物整理箱で35箱分あり、

内訳は土師器、須恵器、黒色土器A類、緑釉陶器、灰釉

陶器、製塩土器、塁書土器、線刻土器、硯、ミニチュア

土器、土馬などで、主に坪内の区画溝や井戸などから出

上している。奈良時代後半～末にかけての土師器、須恵

器が中心を占める。緑釉陶器は蓋の破片で、 S B272の

柱穴から、灰釉陶器は小片で、遺物包合層から出土した。

製塩土器は遺物整理箱で 1箱分あり、墨書土器は11点

ある。瓦類は遺物整理箱で10箱分出土し、内訳は丸瓦、

平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、簿である。出上の大半は奈良時

代の丸瓦と平瓦で、丸瓦が198点 (19,567g)、 平瓦が

482点 (48,749g)、 丸瓦か平瓦のいずれか不明が191

点 (2,7998)で ある。型式不明の軒丸瓦が S D109から、

軒平瓦6668Aが S B270の柱穴から、同6667Aが S

E507枠 内から各 1点出上した。簿は S E506・ 507枠

内から各 1点出土した。木製品には、習書した曲物の蓋

板 (直径186×厚さ4mm)が、S E507枠内から2点 (1

個体)出上した。その他には、増鋼 (5点 )、 フイゴ羽

日 (1点 )、 鉱滓、炭化物、植物種がある。

以下、出土量の大半を占める井戸 S E506・ 507、 東

西濤 S D107から出土した土器の概要を記す。

S E506か らは、土師器杯A(7)・ 杯 B、 皿A・ 皿

B・ 皿 C(1)・ 椀A(2～ 4)。 高杯 。鉢・甕、須恵器
杯蓋 (5。 6)。 杯A(8)。 杯 B(9～ 13)・ 皿 C(14)。

壺・壷G(15)・ 甕が出土している。 2～ 4は内面、日

縁部外面をヨヨナデし、体部外面をヘラケズリで調整す

る。ヨヨナデの方向は時計回りである。 4は底部外面に

井戸 S E 507 (東 から)
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「大」の墨書がある。 5・ 6は外面に重ね焼きの痕がある。

5は内面に灰が降下しており、内面を上に向けて置いて

いたことがわかる。 8は 日縁部に粘土紐を巻きあげた痕

が明瞭に残り、日縁部と底部の境をロクロケズリし、東

海産の須恵器に類似する。 9～ 13は 日径 16,7～ 18.2

cm、器高4.8～ 6.OcIIlである。色調は青灰色～暗青灰色で、

口縁部内外面をロクロナデで、底部外面をナデで調整す

る。12,13は高台に重ね焼きの痕がある。15は底部外

面に回転糸切りの痕がみられ、頸部と体部は2段接合で

ある。 1～ 8、 12・ 13・ 15が枠内、 6・ 9～ 11・ 14

が枠抜取から出上している。

S E507からイま、土師器杯・IlllC (17)。 椀D (16)。

甕、須恵器杯蓋・杯A(18)・ 杯 B・ 皿・壷 (19)・ 平

瓶・甕、黒色土器皿 (20)・ 杯 (21)。 椀 (22)が出土

している。171ま 口縁端部に煤が付着しており、灯明皿

に用いられたと思われる。18は箱形をし、胎土中に黒

色微粒子を多く合む。日縁部外面に重ね焼きの痕がある。

19は灰白色で、軟質の焼き上がりである。黒色土器 (20

～ 22)イよ、いずれも内面、日縁部外面に炭素を吸着さ

て
=≡

コ≡喜言71

せたA類である。内面、日縁部外面をヘラミガキで、日

縁部外面をヘラケズリで調整する。21は 内面に螺旋暗

文が施される。20～ 22が枠内、16～ 19が枠抜取か

ら出土している。

S D107か らは、土師器杯蓋・杯A・ 杯 B・ 皿A・ 皿

B、 ミニチュア高杯・鉢 C・ 甕、須恵器杯蓋 (23)。 杯A・

B、 皿・壷A・ 壺 B。 壺G。 壷A蓋・壷X(24)。 把手

付壷 (25)。 平瓶・横瓶・鉢A・ 鉢 E・ 甕が出上してい

る。23は頂部外面をロクロケズリで調整する。内面は

非常に平滑で墨痕が残 り、転用硯 と思われる。25は外

面に暗灰緑色の自然釉がかかる。底部内面にも釉の降下

がみられ、蓋をしない状態で焼かれたことがわかる。

これらの上器は器形や調整から、 S E506枠内とSD
107出上のものは8世紀末、 S E507枠内出上のものは

9世紀前半に位置づけられる。 (宮崎正裕・池田裕英)
V.調査所見
条坊遺構 調査地の北端に想定できる四条大路に関す
る遺構は、今回の発掘区内では確認できなかった。

東四坊坊間東小路については、当発掘区の北約 100

7

＼＼、____L三 ザ
17

2

HJ第 541次調査 S E 506。 507、 S D 107出土土器 (V4)

一
一
二
一ゴ

一一量

10cm
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mの左京四条四坊十二 。十三坪間で実施 した H」 第

335次調査でも検出している。この調査で得 られた東

四坊坊間東小路心の国土座標値はX=-147,031.0、 Y
=-16,589.0で、今回、検出した道路心 と比較すると、

国土座標北に対 してNO° 2447'Wの 振れをもつ。ま

た、十六坪東端のH」 第486次調査で検出している東四

坊大路 (S F1601)の両側溝心心間の距離から導いた

東四坊大路心と東四坊坊間東小路心の距離は、計算上約

132.7mを 測る。

坪内の様相 と遺構変遷 今回検出した主要遺構の変遷
をまとめると、遺構の重複関係や配置、遺物の年代観な

どから、以下のA～ Dの 4期に大きく分けられる。

A期 東四坊坊間東小路 S F1010の 両側溝 (SD
10H。 1012)が掘 られる。九坪内には土坑 S K601

A期

Bl期

SD
l12

B2期

Cl期

～ 604が、十六坪内には土坑 S K612・ 620・ 623が

点在する。奈良時代前半に相当するものと思われる。

Bl期 九坪内には南北溝 S D106や坪内を南北 1/2で
区画する東西濤 S D107・ 109が掘られる。十六坪内に

は南北溝 SDH7や 、坪内を北から1/4で区画する東西
溝 SDH8が 掘られる。SDH8の 南側には、 S A243・
244が建 Xfら れる。 さらに、 '平の】ヒ端にイま井戸 S E506

が掘られる。奈良時代後半に相当するものと思われる。

B2期 九坪内は S D107～ 112の 区画溝が埋められ、
東西溝 S D107の 北端を踏襲する位置に東西塀 S A202

が建てられる。十六坪内は西端の南北溝 SDH7が 埋め
られ、さらに一帯が整地される。奈良時代末～平安時代

初頭に相当するものと思われる。

Cl期 東四坊坊間東小路の両側溝 (S D1011・
1012)が廃絶し、路面には南北塀 S A234が建てられ

る。さらに、すく
｀
西側の九坪東端には南北塀 S A201が

建てられる。南北塀 S A201と S A234の 間は、東四坊

坊間東小路を踏襲 した南北道路 としての機能を保つて

いた可能性がある。十六坪内には東西棟建物 S B262と

井戸 S E507を 囲むように、南北塀 S A237と 東西塀 S

A238が、これらの西側の対称位置には南北塀 S A236

と東西塀 S A235が、その南側には S A236と柱筋を揃

えた南北棟建物 S B261ん 建ゞてられる。 S A236と SA
237の間には南北方向の通路が想定できる。

C2期  Cェ期の南北塀 S A236。 237、 東西塀 SA
235・ 238と S B262を ほぼ踏襲した位置に、南北塀 S

A240・ 245と 東西塀 S A239・ 248と 東西棟建物 SB
267が建てられる。 S A240と S A245の 間は、Cl期 よ

りもさらに南に延びる南北通路となる。

Dl期  C2期の S A240の 柱筋を踏襲した位置に、国

土座標北で西に振れる南北塀 S A241が建てられ、南端

で東西塀 S A242と 繋がる。 S A241・ 242で区画され

た北東側に、建物の主軸が S A241・ 242と 同じ方位に

振れるS B268。 269。 270。 272が建てられる。

D2期 十六坪西端は塀で囲まれなくなり、 Dl期の S
A242を踏襲した位置に、東西棟建物 S B263・ 265が

南側柱筋を揃えて建てられる。

今回の調査成果をまとめると、奈良時代の様相は大き

く2期に分けられる。九・十六坪内とも、奈良時代後半

(BI期 )ま では溝で区画され、奈良時代末 (B2期 )に

なると、これらの溝を埋めて掘立柱塀で区画されている。

また、東四坊坊間東小路の側溝が埋まる平城廃都後も

十六坪内は掘立柱塀で区画され、掘立柱建物や井戸が所

在することなどから、少なくとも平安時代前半までは利

用され続けられたことが窺える。
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HJ第 541次調査 遺構変遷概念図 (1/1200)

Dl期

(宮崎正裕 )



西発掘区全景 (北東から)

西発掘区全景 (南西から)

東発掘区全景 (北から)

H」 第 541次調査 空中写真 (上が北東) 東発掘区全景 (南西から)



2.近鉄西大寺駅南土地区画整理事業に係る調査
本調査は、奈良市が進めている近鉄西大寺駅南土地区  成 17年度は下表のとおり、 2箇所で発掘調査を実施 し
画整理事業 (総面積約30万∬)について実施 した埋蔵   た。合計調査面積は1,520置であり、初年度からの総調
文化財発掘調査である。奈良市教育委員会では昭和63  査面積は108,099∬になる。これらの調査は、平城京の

年から事業地内の発掘調査を継続して実施している。平  条坊復原では西大寺旧境内及び一条南大路に該当してい
平成 17年度近鉄西大寺駅南土地区画整理事業地内発掘調査一覧表

近鉄西大寺駅南土地区画整理事業地内の調査発掘区位置図 (1/5000)

遺跡名 調査次数 事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

西大寺旧境内 S D20 臨時交付金事業 西大寺南町2405‐ 1他 2005/6/15-9/14 1060� 安井

西大寺旧境内
。一条南大路

S D2] 通常事業 西大寺南町23872他 2005/12/15-2006/3/13 460だ 安井
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(1)西大寺旧境内の調査 第20次

I.は じめに

調査地は、平城京の条坊復原では右京一条三坊四坪の

南西部にあたり、西大寺造営後は伽藍の東に隣接する寺

地の一画となる。現況は宅地である。宅地化する前は水

田で、坪の東側を画する西二坊大路と南側を画する一条

南大路の想定地では遺存地割が認められた。

四坪内では、過去に2件の調査が実施されている。坪

の北東部で実施された市 SD第 14調査では、奈良時代

から平安時代初頭にかけての掘立柱建物・塀、清、井戸、

土坑と、西二坊大路の位置を踏襲する江戸時代に埋没し

た旧河道が確認された。また、浮の南東隅で実施された

市 SD第16-3次調査では、西二坊大路と一条南大路の

位置を踏襲する江戸時代に埋没した旧河道が確認された。

今回の調査は、西大寺造営前の四坪内及び造営後の寺

地内の様相を確認することを目的として実施した。

■.基本層序

基本的には、造成上 (厚 さ0.3m)の下に水田耕土・

床土層 (厚 さ0,2m)が あり、その直下で青灰白色シル

ト・粘土あるいはシル ト混砂の地山となる。この層の上

面が奈良時代から鎌倉時代にかけての遺構面で、標高は

70.8～ 71.Omである。ただし、発掘区南東部では地山

上面が約 lm低 く、水田耕土・床土層との間に鎌倉時代

(13世紀)の上器片を含む灰色砂質シルト層がみられる。

Ⅲ.検出遺構

遺構検出は地山上面で行った。主な検出遺構には、奈

良～平安時代中期の掘立柱建物 3棟 (S B31～ 33)、

掘立柱列 8条 (S A34～ 41)、 井戸 2基 (S E42・

SD第 20次調査

43)、 土坑 2基 (S K45。 46)、 平安時代末～鎌倉時代

の井戸 1基 (S E44)・ 池状遺構 1基 (S X47)がある。

各遺構の概要は、遺構一覧表に示す通 りである。

奈良～平安時代中期の遺構 この時期の遺構は発掘区
内に散在する。

S B31は 南廂付き東西棟建物の南東隅部分 とみら

れ、重複関係からS K45。 46よ り古い。掘立柱列のう

ち、 S A34。 35・ 37～ 41は塀である。 S A34は重複

関係からS K45よ り新しい。 S A35は S A34に接続す

る。 S A36は柱穴の形状や大きさから、後述する平安

時代末～鎌倉時代の S X47の掘削により西部分が破壊

された南北棟建物の東側柱列の可能性がある。

S E42の 井戸枠は 2段分が残る。水沼の周囲に木炭

や礫が敷かれている。枠内埋土から8世紀の土器・瓦

類片が出土した。 S E43の井戸枠は抜き取られている。

重複関係から後述の S X47よ り古い。 S E44の井戸枠

は最下段のみ残る。

なお、 S K45・ 46の埋土からは 9世紀末～ 10世紀

初頭の上器片が出上した。

平安時代末～鎌倉時代の遺構 この時期の遺構は発掘
区の西辺部でみられる。

S E44は後述の S X47と 同じ埋上で埋まる。埋土か

ら12世紀前半の土器片が出上した。 S X471ま 北寄 りが

深 くなっており、西岸には導水路 とみられる溝が接続す

る。廃絶後は多量の地山のシル ト・粘土ブロックで埋め

立てられる。埋土中から8～ 13世紀の土器片と8世紀

の瓦片が出上した。

検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
報 揮 (聞 ) 桁 行 令 長 梁 行 令 長 4■_同可仏 m,

備考
桁 行 × 4行 (m) (m) 桁 行 梁行

S B31 東 西 け大 h× 1以 L 18以「 24以上 18 27 南廂 (廂の出21m)、 柱穴深 さ0.1～ 02m
S B32 果 四 3× ユ 18等間 柱穴深さ02m
S B38 東西 3× 2 1.8等 間 2.1等間 柱穴深さ0.2～ 0.5m
S A34 肩写,ヒ 5以上 1.8等 聞 柱穴深さ01～02m
S A35 東 西 3以上 21等間 柱穴深 さ01～02m
S A36 再]】 L 3以上 66 2 1-2 1-2.4 柱穴深さ03～ 0.4m、 柱痕跡
Sフ 3ゝ7 南 北 54 18等 間 柱穴深さ0,1～ 02m
S A38 日耳ヨr 1 6bく争FHE 柱穴深さ02～0,3m
S A39 東 西 5,4 1 8-2 1-1 5 柱穴深さ01～ 02m
S A40 東 西 165等 間 柱穴深さ01～ 02m
S望へ41 首 西 2 4等間 柱穴深 さ01m

遺構番号
掘   形 井戸枠

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m) 構造 内法 (m)

S E42 隅丸方形 東西20× 南北 17 0 90 方形横板組 108× 108 奈良時代の上器片・瓦片 底部に曲物を利用 した水溜

Ｅ
一　
Ｅ

隅丸方形

円

東西12以上×南北20
径08

(抜き取られている)

曲物積上 径045
なし

平安時代末の上器片

底部に曲物を利用した水溜

S K45

S K46

隅丸方形

隅丸方形

東西15以上×南北21
東西15× 南北28

平安時代中期の上器片

平安時代中期の上器片

S P47 隅丸方形 東西60× 南北95 平安・鎌倉時代の上器片
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発掘区全景 (東から) 発掘区南東部 (北から)

発掘区西端部 (南西から) 発掘区中央部 (南西から)

-145,420

SB31

SK4

-145,440

‐145,460

0                           20m

19,740

|

+

SD第 20次調査 発掘区遺構平面図 (1/400)
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井戸 S E 42(北から) 建物 S B 33 】ヒ側柱断面 (北から)

井戸 S E 43(西から)

Ⅳ.出土遺物

上器が遺物整理箱 18箱分、瓦類が同 2箱分、木製品

が10点出土した。

奈良～平安時代中期 土器には、柱穴や井戸 S E42

の埋土から出上 した8世紀の上師器杯・高杯・甕、須

恵器杯・高杯・甕・壺、鎌倉時代の池状遺構 S X47の

埋土から出上した9世紀末～ 10世紀初頭の灰釉陶器椀、

緑釉陶器皿、土坑 S K45。 46の埋土から出上した10世

紀後半～ 11世紀初頭の上師器皿がある。

瓦類は、主に S E42や S X47の埋土から出土した。

S E42か ら出上 した瓦類には、丸 。平瓦 と軒丸瓦

6236型式A種4点 と隅木蓋瓦、簿がある。隅木蓋瓦 (写

真)は平蓋形で前面を花弁状につ くり、周縁の3cm内

側に幅 lcm、 深さ0,7cmの 溝が巡る。幅50cm、 残存

長約28cm。 厚さは周縁部で4cm、 中央部で6cmと 上面

が盛 り上が り、緩やかな甲盛 りとなっている。上面の

中軸線上には刻線があり、前端から21cmの位置に一辺

1.8cmの方形の釘孔がある。下面は平坦である。接合

しない隅部分の破片があり、 2個体ある。

他に、発掘区南東部の灰色砂質シルト層からは方形の

施釉瓦片が出上した。厚さ0,9cm。 濃緑釉で三葉文の輪

郭を、淡緑釉で周縁の線を描 く。西大寺塔の三彩極先瓦

類似した構図をもち、塔所用種先瓦である可能性がある。

また、奈良時代の柱穴から軒平瓦6646型式 D種 1点が

出上している。

井戸S E 42出上隅木蓋瓦

平安時代末～鎌倉時代 井戸 S E44の 埋土から出土

した12世紀前半の上師器皿、瓦器椀、 S X47の埋土か

ら出土した13世紀前半の上師器皿・羽釜や瓦器椀 。小

椀がある。

V,ま とめ

今回の発掘調査の成果は以下の通 りである。

① 奈良～平安時代の井戸 SE42か ら出上した西大寺創
建時の軒丸瓦6236Aや 隅木蓋瓦は9世紀中頃から10世

紀にかけての罹災によって廃絶した西大寺伽藍の建物に

伴うものとみられ、平安時代における西大寺の急速な衰

退がうかがえる。

② 奈良時代から平安時代中期にかけての遺構は宅地の

様相を示し、重複関係から少なくとも3時期の変遷があ

る。北隣接地の市 S D14次調査地でも同様であること

から、調査地付近ではこの時期に広く宅地として利用さ

れたと考えられる。

③ 平安時代末から鎌倉時代については、発掘区の西
辺部で井戸 S E44や池状遺構 S X47を確認したことや、

これらの埋土から椀 。皿といった日用の土器が出上した

ことから、西大寺の伽藍に近い調査地の西寄りが居住地

であったことがうかがえる。 S X47の性格については、

庭の池や耕地用の貯水池の可能性があるが、本調査の成

果だけでは確定しづらい。 (安井宣也 )

1)奈良国立文化財研究所 「昭和53年度 平城宮跡発掘調査部 発掘調査
概報」 1979
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(2)

I。 はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では西大寺造営後に寺地

の一画となる右京一条三坊四坪の南辺中央部及び一条南

大路にあたる。現況は宅地である。宅地化する前は水田

で、四坪の東側を画する西二坊大路と南側を画する一条

南大路の遺存地割が認められた。

調査地周辺では、過去に5件の調査が実施されている。

北隣接地で今年度に実施された市 SD第20次調査では、

奈良～平安時代中期の宅地に関連する遺構や平安時代末

～鎌倉時代の井戸、池状遺構が確認された。西二坊大路

の遺存地割にあたる箇所で実施された市 SD第 163次

調査では、江戸時代までに埋没した旧流路が確認された。

また、一条南大路の遺存地割にあたる箇所で実施された

市HJ第480-2次調査では江戸時代までに埋没した旧流

路が、市HJ第 513次調査では遺存地割の南端部にあた

る箇所の地山が北落ちの急斜面に改変されていることが、

それぞれ確認されている。

今回の調査は、四坪の南辺中央部及び一条南大路の様

相の把握を目的として実施した。

■.基本層序

発掘区北半部では、北寄 りにおいては造成上 (厚 さ

0.2m)、 オリーブ黒色砂質シル トの水田耕土 (厚さ0。 1

m)、 灰色シル ト質砂の水田床土 (厚さ0。 lm)の下で青

灰白色のシル ト・粘土やシル ト混砂の地山となり、南

寄 りにおいては地山上面が切上により約0.5m低 くなり、

水田床土層との間に奈良時代や鎌倉時代の遺物を合む灰

色砂質シルト層がみられる。奈良時代の遺構が存する面

は地山上面で、標高は槻ね70,8mである。

発掘区南半部では、基本的に造成上 (厚さ0.6～ 1.7

m)、 水田耕土 (厚さ0.2m)の下に江戸時代の水田造成

に伴い形成された層 (厚さ1～ 1.2m)が あり、その下

で後述する室町時代以前の切通 し状遺構 S D49の埋土

となる。江戸時代の水田造成に伴う層は、南寄 りが地山

のシルト・粘土のブロックからなる盛土、北寄 りが暗灰

色シル ト・粘上の水田耕土 (厚さ0.1～ 0。 2m)と 地山

のシル ト・粘上のブロックからなる水田床土 (厚さ0。 1

～ 0。2m)の互層で、いずれも土器片を含む。
Ⅲ。検出遺構

四坪内にあたる発掘区北半部で奈良～平安時代前半と

みられる掘立柱建物 S B48を、一条南大路にあたる同

南半部で室町時代以前の旧流路 S D49を 検出した。

S B48 桁行2間 (4.5m)以 上、梁間 2間 (7.8m)

の東西棟南北廂付建物で、発掘区外西に続 く。柱間寸法

は、桁行2.25m等間、梁間2.lm等間、廂の出1.8m。

S D49 幅13～ 14mの東西方向の旧流路。両岸沿
いは江戸時代の水田造成で改変されており、周辺の遺構

面からlmほ ど低 くなっている。

埋土は、南寄 りが寄州を形成する砂礫層、北寄 りが寄

州と北岸の間にできた凹地内に堆積した暗灰色や褐色の

腐植混シルト・粘土層やシル ト質砂層となる。後者から

8世紀の上器・瓦片、平安時代以降の瓦片や14～ 16

世紀の土器片 。木製品が出上した。

なお、埋土を最深部で約 2m掘下げたが、底面は確認

できなかった。

Ⅳ。出土遺物

土器類が遺物整理箱 9箱分、瓦類が同 6箱分、木製品

が 7点出土した。

上器類には、奈良及び鎌倉・室町 。江戸の各時代のも

のがある。残存状態は概してよくない。奈良時代の土器

には、発掘区北半部の遺物包合層である灰色砂質シル ト

層や旧流路 S D49の埋土から出上した土師器甕・高杯

や須恵器甕・壼・杯等がある。鎌倉・室町時代の土器に

は、発掘区北半部の遺物包合層である灰色砂質シル ト層

から出土した13世紀の上師器皿や瓦器椀、 S D49の埋

土から出上 した14～ 16世紀の上師器皿・羽釜、瓦質

土器鉢、青磁椀等がある。江戸時代の土器には S D49

の埋土から出上した伊万里焼椀等の陶磁器がある。

瓦類には、 S D49の埋土から出上した奈良時代の軒

丸瓦6685A・ 丸瓦・平瓦、平安時代以降の巴紋軒丸瓦 。

軒平瓦 。丸瓦 。平瓦がある。

木製品には、 S D49の埋土から出上した下駄や漆器

椀等がある。

V.調査所見
四坪の南辺部は、奈良～平安時代前半とみられる掘立

柱建物 S B48を確認 したことから、宅地の一画 となっ

てヤヽたことがうかがえる。

一条南大路の想定地で確認された室町時代以前の旧流

路 S D49は、一条南大路の切通 し内に水が流れたもの

なのか、後に掘 り直したものなのか、現状では特定でき

ない。ただし、この遺構の中軸線の位置は、南約260m

の市HJ第283次調査で確認された二条条間路の路心を

もとに推定した一条南大路の路心よりも約 7m北である。

右京一条では、発掘調査で把握できた一条条間路及び一

条条間北小路の路心の位置が推定される条坊計画心より

少し北にずれることがわかっている。このことを踏まえ

ると、この旧流路は一条南大路の位置を踏襲していると

西大寺旧境内・平城京跡 (一条南大路)の調査 第21次
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|.a躍。

‐145,460

SD20次調査地
(今年度)

遺構の中軸線

‐145,500

H」 511次調査地
(平成 15年度)

的
・
艦

|

SD第 21次調査 発掘区遺構平面図 (1/400)

考えられ、一条南大路が条坊計画心より約 7m北に路心

をずらして施工されていた可能性がある。

なお、S D49については、

① 調査地の近くを秋篠川の支流である外大門川が北西
から南東に流れており、この遺構の西延長上が川筋にあ

たる。

② 調査地南方の外大門川沿いで行われた調整池の掘削
工事の際に、現地表から約7m下で室町時代の14～ 16

世紀の上器や木製品を含む旧河川に伴う砂礫層が確認さ

れている。

の上記 2点を勘案すれば、室町時代の外大門川の分水路

であった可能性が高い。         (安 井宣也 )

10m

発掘区全景 (北から)

発掘区全景 (南から)

発掘区南半部西壁 (南東から)

S D 49 室町時代遺物出土状態 (南西から)
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3.平城京跡 (東四坊大路)・ 油坂遺跡の調査 第529次
事 業 名   大和都市計画街路事業 (芝辻大森線)   調 査 期 間  平成 17年 5月 9日～6月 14日
届出者名   奈良市長               調 査 面 積  212�
調 査 地   奈良市大宮町二丁目1245、 1364、 82-67   調査担当者  秋山成人・久保清子・山前智敬

I はじめに

本調査は、平城京東四坊大路跡に沿って計画される都

市計画街路の事前調査である。過去の調査では、東四坊

大路及び同西側溝、三条条間南小路南側溝を確認してい

る、その他に弥生時代末から古墳時代初頭の井戸・土坑・

溝、縄文時代晩期の土坑等も確認している。
1)今
回の調

査では、現在の三条通 りの北側に北に向かって第 1。 第

2発掘区、さらに北へ150mの ところにHJ第 502次調
査地の北側で第3発掘区を設定し、東四坊大路および同

側溝、三条大路北側溝の確認と、縄文・弥生・古墳時代

の遺跡の様相を明らかにすることを目的として実施した。

Ⅱ 基本層序
第 1発掘区・第 2発掘区の層序は、上から造成上、黒

灰色土 (旧耕土 )、 茶灰色砂質上、茶灰色粘砂、黄灰色

粘質土と続き、黄褐色粘土 (地山)の順となる。検出遺

構面は、 2面ある。この発掘区では、鎌倉・室町時代の

遺構面が黄灰色粘質土上面 (標高64.lm)で、奈良時

代の遺構面が黄褐色粘土上面 (標高64.Om)と なる。

第 3発掘区の層序は、上から造成上、黒灰色土 (旧耕

土)、 黄褐色粘質土、褐色粘土と続き、黄褐色砂質土 (地

山)の順となる。検出遺構面は、 2面ある。この発掘区

では、奈良時代の遺構面が褐色粘土上面 (標高64.6m)

で、黄褐色砂質土上面 (標高64.4m)が弥生時代以前

の遺構面 となる。

Ⅲ 検出遺構
弥生時代以前の上坑 6基 (S K01～ 06)、 弥生時代末

から古墳時代初めの清 1条 (S D07)を第 3発掘区で検出。

奈良時代の東四坊大路東側溝 (S D09)西肩部分を第 1・

2発掘区で検出。西側濤 (S D10)を 第 3発掘区で検出。

鎌倉・室町時代の掘立柱列 1条 (SAH)を 第 1発掘区
で検出。各遺構の概要は、検出遺構一覧表にまとめた。

Ⅳ 出土遺物
遺物整理箱 6箱分が出上した。弥生土器甕、庄内式土

器甕・小型器台
2)、
サヌカイ ト製石鏃、石核、剥片が第

3発掘区から出土。奈良時代の土師器皿・須恵器杯、丸

瓦、平瓦、刻印平瓦、辱が第 1～ 3発掘区から出土。平

安時代の白磁椀、鎌倉時代の瓦器椀、室町時代の青磁椀、

土師器羽釜、時期不明の砥石、鉄滓が第 1・ 2発掘区か

ら出土①

H」 第 529調査 発掘区位置図 (1/5000)

大

市

奈良時代
遺構面

HJ第 529次調査 第 1発掘区遺構平面図 (1/80)

(上)奈良時代遺構面 。(下)鎌倉・室町時代遺構面

「
~奈
 ~~套市

H」452

|  を 標
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-16,452

H」 第529次調査 第2発掘区遺構平面図(1/80・奈良時代遺構面)

9              2早

5 茶灰色砂質±  9 灰色土 13灰褐色砂質土
6 灰色粘砂 10 灰色砂質±   14灰色砂質土
7 茶灰色粘砂   H 黄灰色粘質±  15黄褐色粘土 (地山)
8 灰色粘土 12 糖灰色粘質土 (12～ 14 S D 09埋土)

l発掘区―北壁土層断面図(上 )。第2発掘区北壁土層断面図(下 )(1/50)

1 造成上
2 黄茶色上 (耕土)
3 黒灰色土 (耕土)
4 淡灰色土

HJ第 529次調査 第

H」 第 529次調査 検出遺構一覧表

奈良

-146,519

通構番号 発据区番号 棟方向
鰈 桁行全長 梁行全長 柱間寸法m

備考
桁行(間)X梁行(間 ) m m 桁行 梁行

S All 第3発掘区 南北 l以上 1.65以 上 餞穴から13世紀末から141L紀の上師器羽金が出土

鵡 号 発掘区番号

掘  形
主な出土遺物 備考

平面形 平面規模 (m)
深さ

(m)

SK01 第 3発掘区 不勘 南北0.4x東西1.6 な し 堕土は暗費褐色粘砂

SK02 第 3発掘区 不動 南北0.5x東西1,1 な し 埋土は暗責褐色粘砂

SK03 第 3発掘区 不整形 南北1.4～ 0.4x東西2,9 0.8 な し 埋土は暗黄褐色粘砂

SK04 第9発掘区 不整影 南北1.6x東西1.4～ 019 な し 埋上は暗黄褐色粘砂

SK05 第3発掘区 不整形 蕗北2.lX東西0。7 な し 埋上は暗黄褐色粘砂

SK06 第3発掘区 不整形 南北0。9X東西0,9 0.1 な し 哩上ほ暗黄褐色粘砂

SD07 第 3発掘区 斜行濤 長さ3.6以上×幅2.7 弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の上器 重複関係から溝SD10よ り古い

第3発掘区 長さ17以上支嘩 .5以上
路面上に南北方向の細い溝が数条みられその

埋土から須恵器小片出上
路面舗装は認められず

SD09 第 1発掘区 南北溝 甫北2.9以上x幅0.9以上 奈長時代の上師器小片・須恵器小片出土
濤西肩の旧国土座標はX-146,537.48
Y=-16,452.10

SD09 第2発据区 南北溝 菊北3.3以上x幅2.5以上 奈良時代の上師器小片・須恵器小片出土
溝西肩の旧回土座標はX=-146,515.00

Y=-16,452.35

SD10 第 3発掘区 南北溝 南北 3以上 幅1.7 奈良時代の上師器・須恵器出土
溝東肩の旧国土慶藤はX=-146,362.50

Y=-16,466.93

SK12 第3発掘区 不整形 南北3.5以上*東西2.2以上 な し 埋とは上層暗禍色上 下層淡褐色砂質土
SK13 第 3発掘区 不整形 南北li8X東西1.9以上 焼土塊 炭 埋土は暗褐色上
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-16,465

|

(

③
セ

積
K06
SK05  〔

1弥生時代以前遺構面 |

-16,465

1 造成上
2 黒灰色土 (耕土)
3 黄灰褐色砂質土
4 暗灰色粘砂
5 黄褐色粘質上
6 褐灰色粘質上
(6～ 8 S D 10埋土

-16,468

SD07

-146,357

7 灰褐色粘質土
8 茶灰色粘質土
9 黄灰褐色砂質土
10 灰色粗砂
H 黄灰色粘砂
12 灰色粘土

9～ 20 S D 07埋 上)

第醤髭発調
査

|

13 灰色粘砂
14 黄灰色砂
15 灰褐色粘砂
16 淡灰色粘砂
17 暗灰色粘砂
18 黒灰色粘上
19 青灰色粘砂

20 淡灰色細砂
21 暗灰褐色粘上
と茶灰色砂の混合土

22 暗灰褐色粘土
23 暗褐灰色粘土
24 褐色粘土
25 黄褐色砂質土

HJ第 529次調査 第 3発掘区 遺構平面図 (1/150・ 上左は弥生時代以前の遺構面。上右は奈良時代遺構面)南壁土層断面図 (1/50,下 左)
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また、凹面に刻印された『六人』銘の平瓦が、第 2発

掘区遺物包合層 (黄灰色粘質土)か ら 1点出土した。こ

の刻印は、恭仁宮跡出上の K J05B型 式
3)と
同範 とみ

られる。

V 調査所見
今回の調査では、東四坊大路東側溝 (S D09)、 西側

溝 (S D10)を確認したが、三条大路については、北側

清を第 1発掘区内に想定していたが、確認できなかった。

また、第 3発掘区では、弥生時代末から古墳時代初めの

溝 (S D07)を 検出しており、H」 第502次調査発掘区

北東隅で検出した溝
4)に
続 くと考えられる。近接するH

J第515次調査でも同時期の井戸・土坑・溝
5)を
検出し

ており、弥生時代末から古墳時代初めの遺跡の広がりが

うかがえる。 (秋山成人・久保清子・山前智敬)

1)奈良市教育委員会「油坂遺跡・平叛京跡 (左京三条四坊十二坪・東四
坊大路)の調査第461・ 465。 479次」『奈良市埋蔵文化財調査概要報告
書平成13年度』2004
2)財団法人大阪府文化財センター『古式上師器の年代学』2006
3)京都府教育委員会「第六章出土遺物2瓦」『恭仁宮跡発掘調査報告■』
2000
4)奈良市教育委員会「油坂遺跡・平城京跡 (東四坊大路 )の調査第502次」
『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成15年度』2006
5)奈良市教育委員会「平城京跡 (東四坊大路 )の調査第515次」『奈良市
埋蔵文化財調査慨要報告書平成16年度』2007

第 1発掘区 奈良時代遺構面全景 (北東から)

第 2発掘区 奈良時代遺構面全景 (北から)

第 3発掘区 溝 SD07(南東から)

第 3発掘区 溝 SD10(南から) 第 3発掘区 奈良時代遺構面全景 (南から)
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4.平城京跡 (左京四条三坊六平)の調査 第530次
事 業 名   宅地造成               調 査 期 間  平成 17年 5月 9日～ 5月 17日
届出者名   (株 )オークホーム (株)栗実住宅    調 査 面 積  105∬
調 査 地   奈良市三条桧町16卜 1他         調査担当者  池田裕英・松浦五輪美・武田和哉

I はじめに
調査地は、平城京の条坊復原では左京四条三坊六坪の

ほぼ中央部にあたる。この六浮では平成 8年度に市HJ
第355次調査を行っており、坪内を1/3に 区画する塀を

検出し、奈良時代中頃から後半にかけて坪が分割して使

用されていたことがわかっている
り
。

本調査は、六坪内の様相を明らかにすることを目的に、

敷地の南半部に東西 2箇所の発掘区を設定して行った。

I 基本層序
東発掘区 層序は上から造成土、黒灰色土 (旧耕土)、
灰褐色砂質上、灰褐色土、灰褐色粘質土と続き、現地表

下約 1.5mで茶黄色上の地山にいたる。遺構はすべて地

山上面で検出した。地山上面の標高は60.5mである。

西発掘区 層序は上から造成上、暗褐色土 (旧耕土)、
灰褐色土、茶褐色土、茶灰褐色上、茶灰色砂質上、茶灰

褐色粘質上、茶灰色粘質上、暗灰色粘上、暗茶褐色土

と続き、現地表下約 1.4mで灰緑色粘上の地山にいたる。

遺構はすべてこの地山上面で検出した。地山上面の標高

は59.8mで ある。

Ⅲ 検出遺構
東発掘区 検出遺構には土坑 (S K01)、 井戸 (SE
01)がある。 S K01は東西4.9m、 南北 1.5m、 深さ0,3

mである。 S E01は発掘区東南隅で検出し、東西0.8m

以上、南北 1.5m以上、深さ0.5m以上である。枠材の隅

柱を検出したが、発掘区を拡張できず、規模や構造は不

明である。両遺構 とも奈良時代の遺物が出上したが、詳

細な時期は不明である。

西発掘区 土坑 (S K02)と 小穴 (Pl)を検出した。
S K02は東西 1.3m、 南北 1.5m以上、深さ0.5mで ある。

鯉
紀〒で吉斎蒜薪百藤評f=平瑠翠理叢

H」 第530次調査 発掘区位置図 (1/5000)

奈良時代中頃から後半と考えられる土器が出土した。 P

lは径0。 15～ 0.2mの平面円形で、深さ0.lmである。

Ⅳ 出土遺物
両発掘区から遺物整理箱 2箱分の遺物が出上した。出

土遺物には弥生土器、古墳時代の上師器、奈良時代の須

恵器、土師器、瓦、簿などがある。

V 調査所見
六坪のほぼ中央部の調査を行ったが、建物や柱列など

の遺構は検出できなかった。 (池田裕英)

1)「平城京左京四条三坊六坪の調査第355次」『奈良市埋蔵文化財調査概要

西発掘区全景 (西から)

H」 5

ヤ,灯 1を譲Ⅲri

-17,350

+ 148,823

10m

H」 第 530次調査 発据区遺構平面図 (1/200)

報告書』平成 8年度 1997

東発掘区全景 (東から)

西発掘区
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5。 平城京跡 (左京二条七坊十五坪)・ 奈良町遺跡の調査 第531次

事 業 名    共同住宅建設            調 査 期 間   平成 17年 5月 16日 ～7月 21日

届出者名    個人               調 査 面 積   372ポ

調 査 地    奈良市今小路町7-1、 8-1番地      調査担当者   中島和彦・武田和哉

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京二条七坊十五坪

の中央部の東寄 りにあたり、東七坊大路の西隣にある。

今小路の名は平安時代後半から「今小路郷 」として史料

に現れる。調査地の南約50mの調査 (市89-11次調査 )

では10世紀頃の井戸が、西約80mの 調査 (県 1981年

調査)では11世紀の上坑 と14世紀の井戸が検出されて

いる。今回の調査地も各時代の遺構が重層的に遺存する

と考えられ、次の2点 に注意して発掘調査を行つた。 l

点目は平城京の東七坊大路に関する遺構の有無の確認、

2点 目は中世以降の宅地内の利用状況の解明である。

調査地は東側の道路に間口を開ける東西に長い敷地で、

西側の敷地奥に第 1発掘区を、東北隅の道路近 くに第 2

発掘区を設定し、第 1発掘区は作業実施の都合上で東西

2回 に分けて調査した。

I 基本層序
発掘区内の層序は、多 くの層が重複 し複雑であるが、

第 1発掘区では大きく近代以降の造成上、江戸時代後半

の整地層 (I層、土層図 12・ 14。 15)、 江戸時代中頃

の整地層 (H層、土層図 18)、 室町時代の整地層 (Ⅲ層、

土層図27～ 30)に大別される。さらに西端 と北東部に

は奈良時代以前の遺物を合む整地上 (ま たは堆積上、Ⅳ

HJ第 531次調査 発掘区位置図 (1/5000)

第 2発掘区全景 (西から)

1 造成上
2 マサ土 (明橙色砂)
3 暗灰褐色土
4 暗灰褐色土 (炭含む)
5 灰褐色上
6 暗灰褐色上 (炭含む)
7 黄褐色粘土
8 暗灰褐色上 (瓦礫多
く合む)

9 暗茶灰色土

10暗茶褐色土
ll茶褐色土 (漆喰・瓦
片多く合む)

12灰褐色土 (瓦片多く
含む I層 )

13暗灰褐色土
14暗灰褐色土 (炭・瓦
礫多く合むI層 )

15茶褐色土 (I層 )
16瓦礫層

茶褐色上

淡茶褐色土 (II層 )

暗灰色粘土 (SD31)

淡茶褐色粘土

(SD31)

茶褐色土 (SD31)

灰褐色土

暗灰褐色粘質土 (地

山の黄褐色粘土ブ

ロック多く合む)

24暗灰褐色土
25暗茶褐色土
26暗茶褐色粘質土
27淡茶灰色粘質土
(IH層 )

28暗橙色粘土 (灰褐色
土合む HI層 )
29茶褐色土 (Ⅲ 層)
30明茶褐色上 (IH層 )
31暗灰色粘質土

暗灰色粘質土

暗茶褐色土

暗灰褐色土

淡茶褐色土

暗茶褐色土

茶褐色土 (橙色土多

く合む)

淡灰褐色上 (地山の

責褐色粘上ブロック

多く合む)

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土 (地山

の黄褐色粘上ブロッ

ク多く含む)

暗灰色粘質土 (地山

の黄褐色粘土ブロッ

ク多く合むSK16)

暗橙色粘質土 (IV層 )

暗灰色砂質土 (Ⅳ層)

黄灰色粘土 (地山)

３９

４。

　

　

４‐

　

　

４２

４３

４４

HJ第 531次調査 第 1発掘区南壁上層図 (1/50)
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第 1発掘区西半部全景 (鎌倉時代以前 北西から)

層、土層図42,43)が部分的にあり、地表面から0.9～
2.2mで黄灰色粘土か茶灰色砂礫の地山となる。Ⅳ層か

らは古墳時代後期後半頃の上器が少量出土した。地山は

南東から北西に向かって低 くなり、地山面の標高は南東

隅が最も高 く約82.9m、 北西隅が最も低 く約81.5mで

ある。第 2発掘区では、大きく近代以降の造成上、江戸

時代の整地層 (V層 )、 鎌倉・室町時代の整地層 (Ⅵ層)、

奈良・平安時代の遺物包合層 (Ⅶ層)に分かれる。地表

面から1.4～ 1.6mで淡青灰色シル トか淡青灰色砂礫の

地山となり、地山面の標高は約82.3～82.5mで ある。

|   |
H」 第 531次調査 発掘区遺構平面図 (鎌倉時代以前・ 1/200)

第 1発掘区東半部全景 (北東から)

遺構検出は、第 1発掘区では地山上面で行つたが、一

部Ⅳ層がある部分ではこの上面で行い、奈良時代以降の

遺構を検出した。Ⅳ層下の地山上面では数個の柱穴を検

出したが、多 くはⅣ層上面から据 り込まれたものである。

第 2発掘区では地山上面とⅦ層上面で行い、前者で奈良

時代、後者で平安時代後期以降の遺構を検出した。

Ⅲ 検出遺構
奈良～江戸時代までの各時代の遺構が大小約410基あ

る。詳細は一覧表に記し、各時代ごとに槻観する。

奈良時代の遺構 掘立柱建物 4棟 (S B02～ 05)、 井
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掘立柱建物遺檎

番号
棟方向

規模 桁行全長 梁間全長 桁行住間寸法 梁間柱間寸法
備考

(桁行×梁間)

SB02 東西 3× 2 24筆間
SB03 東西 3以上×2以上 48以上 21以 上

南北か ? 1以上×2

2以上×1以 上 195

HJ第 531次調査検出遺構一覧表

井戸・土

坑他

遺構番号

掘形 粋

主要出土遭物 備考
平面形 平面規模 (m) 深さ〈m) 平面形・構造 内法 (m)

水溜・濾過

装置等

目丸方形 友き取 り 断敷・ 曲物 8世紀中頃～後半 上師器杯 嚢、須恵器杯・壺 褻、丸瓦、平瓦、曲物、

島丸長方形 東西45×南北05
8世紀中頃～後
半?

須恵器芝 Q 須恵器壺Qを 石で蓋をし
て埋納

打北溝 ? 届56x長さ15以上
8世紀後半～

IO世紀中頃
土師器杯 ,甕、須憲器杯・蓋 盤 壷 甕、丸瓦、平瓦、漆器杯、軒
丸瓦 (6235Ma)

SE08 目丸方形 ?
東西08以上択南北
12以上

08以上 抜き取り? iO世紀前半 土師器皿、須恵器甕、平瓦、
現代の石組井戸で東半が

破壊

官円形 東西 19× 南北20 抜き取 り? 11世紀末
土師器皿、黒色土器擁、瓦器椀、灰釉陶器椀、丸瓦、平瓦、歯物、六
稜鏡

方形 東西 14× 南北 13 土師器血、瓦器椀、平瓦、 土器を完形で廃棄

土師器皿・羽釜、瓦器椀、自磁碗、丸瓦、平瓦、 土器を完形で廃棄

呂丸方形
東西35× 商北25以
上

13世紀初め

上師器皿 ,羽金、瓦器椀 (和泉型含む)皿、瓦質土器浅鉢、須恵器鉢
青磁碗、自磁碗、青自磁合子 皿、円盤型土製品1、 軒丸瓦 (6282E)
丸瓦、平瓦、鉄滓

土器を完形で廃棄

SK13 膏円形
東西14以上×南北
11以上

13世紀前半
土師器皿、瓦器椀、瓦質土器羽釜 (山城型 ?)、 東海系阿器饗、青磁皿

丸瓦、平瓦
土器を完形で廃棄

不整円形 東西22× 南北22 抜き取 り? 13世紀中頃
土師器皿、瓦器椀 皿、東海系阿器劉・椀、自磁碗・皿、軒丸瓦、丸瓦
平瓦、砥石 1、 鉄滓、木箸、曲物、桃種

SK15 方形 ?
東西〕

上

9Ⅸ南北 14以
13世紀後半

上師器皿・高台付皿 ミニチュア羽釜、瓦器椀、瓦質土器浅鉢、東海
系陶器変・鉢、青磁碗、自磁碗、青白磁合子、丸瓦、平瓦、低石 1、

土器を完形で廃葉

不整方形
東西112×商北80
以上

13世紀末

土師器皿・高台付皿・羽釜・ ミニチュア羽金・鉢、瓦器椀 (和泉型含
む)、輪花椀 (樺葉型)・ 皿、瓦質上器浅鉢、須憲器鉢 変、東海系陶器鉢
密、自磁碗 杯・壺、青磁椀 壷 合子、青白磁壺、褐釉壼、陶硯、
軒丸瓦 (奈良時代型式不明)、 丸瓦、平瓦、穏、石鍋2、 砥石2、 石錘 1

銅銭 (治平元査 1)、 輸羽日、鉄津、羽

`種

土師器皿を完形で多量に

廃棄

SD17 釘北湾 幅05×長さ34以 上

SD18 ミ西溝 幅04×長さ48以上 土師器皿 SK16に 接続

て西溝 届04× 長さ48以上 13世紀末 上師器皿、瓦器椀、東海系陶器甕、丸瓦、平瓦 SK16に 接続

ヨ形 径07 13世紀末 土師器皿、東海系陶器甕 土師器皿を完形で廃棄

不整長方形
東西25以上×南北

13世紀末
上師器皿、瓦器椀、瓦質土器浅鉢、東海系陶器甕、青磁碗、白磁碗、
軒丸瓦 (6012B)、 丸瓦、平瓦、焚斗瓦、鉄滓

土器を完形で廃棄

目丸長方形
東西 16以上×南北

Ol 14世紀初め 上師器皿、瓦器皿、平瓦、 上器を完形で廃棄

SK23 長方形 東西55× 南北09 14世紀以降 ? 瓦質土器鉢、丸瓦、平瓦、 重に自然石を南北に並層

ミ方形 東西07×南北09 14世紀以降? 丸瓦、平瓦、 巨に自然石を南北に並置

長方形 ?
東西40以上×南北
33以上

里甕遺構 東西4列、
再北2列以上

15世紀後半～
16世紀前半

土師器皿 羽釜、瓦質上器鉢、青磁碗、国産陶器 (常滑窯甕、備前窯甕)
軒丸瓦 (6235Mb)、 丸瓦、平瓦、砥石 1、 鋼銭 (判読不能2)、

饗5墓残存

東西54× 南北20
里甕通構 東西7列
電北2列

15世紀後半～
16世紀前半

土師器皿、国産陶器 (備前窯甕 信楽窯橋鉢)、 丸瓦、平瓦、
甕1基残存、抜き取り坑

の1つから信楽窯悟鉢ほ

ぼ完形で出土

SX27 ミ方形 東西24×南北17 方形石組
東西 19秋

菌引ヒ09
15世紀後半～
16世紀前半

土師器皿、瓦質上器悟鉢・鉢、国産陶器 (常滑窯甕、備前窯甕)、 白磁碗
皿、青磁碗、軒平瓦、丸瓦、平瓦、輸羽ロ

SX28 東西65X南北16
里甕週構 東西8列 15世紀後半～

16世紀前半 ?
上師器皿、丸瓦、平瓦、 抜き取り坑のみ

不整方形 ?
東西42以上×商北
09以上

16世紀後半～
17世紀初め

上師器皿、国産陶器 (月B前窯椀 備前窯甕)、 丸瓦、平瓦、

ヨ形?
東西27以上×南北
09以上

06以 上 ヨ形石組 )9以上
17世紀前半～

中頃

上師器皿 ,羽金、瓦質土器僑鉢 風炉、国産阿器 (信楽窯悟鉢、瀬戸
笑濃窯皿 )、 国産磁器 (肥前窯皿 )、 丸瓦、平瓦、穂、

覇北溝
幅06～08x長 さ
120以 上

17世紀後半

土師器皿・羽金・胞烙、瓦質土器鉢、国産陶器 (信楽窯種鉢 疑、傭
前窯甕、肥前窯椀 )、 国産磁器 (月 B前窯擁 ,皿 )、 丸瓦、平瓦、刻印平
瓦「東□□J砥石 1、 飼椀、鉄滓、墨書木材 1、

部分的に石組みあり

ヨ形?
東西06以上×南北
09以上

13以上
17世紀末～
18世紀初め

土師器皿、瓦質土器鉢、国産陶器 (肥前窯椀、信楽窯信鉢 ,甕 壼)、
国産磁器 (肥前窯碗)、 丸瓦、平瓦、桟瓦、鉄釘3、 鉄浮、木箸 ?、 曲物
漆椀、木栓、桃種

井戸の可能性あり

ヨ形 東西 12× 南】ヒ14
lク世紀末～

18世紀初め

上師器皿、寛質上器壺、国産陶器 (肥前窯椀、信薬窯信鉢)、国産磁器 (肥
前窯椀 )、 丸瓦、平瓦、穏、砥石 1、

重複関係からSK34よ り
新

司形 東西13×商北14
17世紀末～
18世紀効め ?

土師器皿、国産陶器 (信楽窯甕)、 国産磁器 (肥前窯碗)

SX35 東西33以 上×南北 哩甕離  東西4列
以上、商北2列

17世紀以降 ? 土師器皿、国産陶器 (信楽窯甕)、 国産磁器 (肥前窯碗 皿)、 丸瓦、平瓦 抜き取 り坑のみ

ヨ形 ? 径09 18世紀前半

土師器皿 胞皓、瓦質土器鉢 甕、国産陶器 (信楽窯信鉢 鉢 霊 )、
国産磁器 (肥前窯碗 皿 蓋 )、 丸瓦、平瓦、銅銭 (判読不能 1)、 鉄釘 1
銅金具 I、 輔悦瓦

埋桶・埋甕適構の抜き取

り痕か ?重複関係から
SK32よ り新

SK37 方形 東西225× 南北21 18世紀前半

土師器皿 抱烙、瓦質土器浅鉢 深鉢、国産陶器 (信楽窯信鉢 壷 甕・
鍋、肥前窯椀)、 国産磁器 (4B前窯椀 皿 猪口・壺 ,蓋 )、 丸瓦、平瓦
桟瓦、薦、鉄滓、曲物、漆椀、桃種

方形 ?
東西04以上×南北
06以上

18世紀前半 ? 土師器皿、丸瓦、木箸、曲物、檜皮、刷毛 (塁書あり)、 瓜種
重複関係からSK37よ り
新

官円形 ?
東西23以上×南北
13以上

07以上 18世紀後半

土師器皿、瓦質土器鉢 甕、国産陶器 (信楽窯椀 花生 楯鉢 甕)、
国産磁器 (肥前窯碗 皿 す仏飯器・御神酒徳利)、 丸瓦、平瓦、桟瓦、
興斗瓦、Fr・石 1、 鉄釘 1

SK40 方形 東西32×南北20
18世紀後半～
19世紀前半

土師器皿、瓦質土器鉢、国産ltl器 (肥前窯椀、信楽窯悟鉢 鉢・甕)、
国産磁器 (肥前窯碗 ,皿 )、 軒桟瓦、丸瓦、平瓦、桟瓦、■管

司形 径 16 09以上
18世紀後半～
19世紀前半 ?

上師器皿 抱烙、国産陶器 (信楽窯密 椀 ?)、 国産磁器 (肥前窯碗) 重複関係から SX35よ り
新

SIC42 方形 東西39×南北48 19世紀前半

上師器皿・抱烙、瓦質土器深鉢、国産陶器 (肥前窯椀、信薬窯椀・鍋
信鉢 ,甕 )、 国産磁器 (肥前窯碗 皿 瓶、丸瓦、平瓦、桟瓦、鉄釘2、
鋼釘 1、 木札 1、 漆椀、

茎沿いに護岸の杭あり

SK43 ミ方形
東西30×南北II以
上

19世紀前半

土師器抱烙、瓦質土器甕、国産陶器 (肥前窯椀、信楽窯播鉢・甕、軟

質施釉陶器lll)、 国産磁器 (肥前窯碗)、 軒丸瓦、丸瓦、平瓦、桟瓦、

鉄浮

長方形 東西37×南北18 方形、石組と横板組
ミ西33
打引ヒ13

19世紀前半

土師器皿 胞烙、瓦質上器鉢、国産陶器 (肥前窯椀、信楽窯椀・鉢
橋鉢 甕 鍋・土瓶・壷 蓋)、 国産磁器 (肥前窯碗・皿・瓶)、 円盤
型上TAI品 1、 丸瓦、平瓦、桟瓦、石硯 (流紋岩型 1、 貢岩製1)

霊方形 東西 19k南北 14
19世紀前半～ と師器皿・胞烙、国産陶器 (肥前窯椀、信楽窯鍋・悟鉢 甕)、 丸瓦、

7瓦、桟瓦、

不整長方形 東西35×南北23 19世紀中頃
∃産陶器 (信楽窯橋鉢 鉢・範 )、 国産磁器 (肥前窯碗・蓋 )、 軒丸瓦、
北瓦、平瓦、棧瓦、
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戸 1基 (S E01)、 土器埋納土坑 1基 (S K06)、 溝 1

条 (S D07)がある。全容が判明する掘立柱建物は S

B02の 1棟のみであるが、他の建物も柱穴の規模等か

ら中小規模 と考えられる。 S E01は 井戸枠が抜き取ら

れており、底の集水施設が 2段分残存する。集水施設は

下段が径約3 6cm、 高さ約3 0cmの円形曲物、上段が東西

約4 5cm、 南北約3 5cm、 高さ約 1 2cmの折敷を利用 してい

る。 S K06は、石の蓋をした須恵器壼 Qを埋納したも

ので、壼内の上を取 り出していないため内容物の詳細

は不明だが、X線撮影の結果径約 l cmの球状もの 1点 と

銅銭一枚が内蔵されていることが判明した。 S D07は、

第 2発掘区で検出した南北方向の濤で、暗青灰色粘上で

埋まる。調査範囲が狭 く、東七坊大路に関するものか不明。

平安時代 井戸 2基 (S E08・ 09)、 土坑 (SK
10・ H)と 柱穴多数がある。年代は井戸 S E08が平安
時代中頃 (10世紀前半)の他は、平安時代後半である。

S E08は大半が現代の井戸で破壊されているが、土師

器が多 くまとまって出土した。 S E09の 掘形は、上半

部では平面楕円形であるが、下半部では隅丸方形 となり、

井戸枠は抜き取られていると考えられる。埋上の上層か

らは13世紀末の土器が、下層からは少量の11世紀末の

土器 と共に六稜鏡がほぼ完形で出土した。土坑 S K10

とHか らはいずれも完形品を合む土器が出上している。

鎌倉時代の遺構 井戸 1基 (S E14)、 土坑 (SK
12・ 13・ 15・ 16・ 20・ 21)、 溝 (S D17～ 19)と 柱

穴多数がある。第 1発掘区西半にはその大部分を占める

S K16と それに付属するS D17～ 19がある。土坑の平

面形は不整方形で、北辺と東辺が直線的であるが西辺は

いびつで、発掘区南側に続 く。南北溝 S D17は S K16

の南東部で接続し、土九底の東辺部と北辺部に沿って流

れ、北辺中央部でなくなる。土坑北西隅部では東西溝 S

D18・ 19が接続する。上坑底には北西隅の S D19の東

側、 S E09の封ヒ狽J、 S E14の 】ヒ狽Iの大きく3箇所に窪

みがあり、完形の土師器皿が重なり合って大量に出土す

る。この他にも多種多様な遺物が出土しておリー覧表に

記す。完形品の土器を廃棄した土坑はこの他にも多 くあ

る。 S K12で は土師器皿の他、瓦器椀、須恵器鉢等が

出土 し、 S K20で はほとんどが土師器皿である等、土

器組成の差が見られる。

室町時代の遺構 埋甕遺構 (S X25。 26・ 28)、 石
組土抗 (S X27)、 土免 (23・ 24)、 柱穴がある。埋甕

遺構は 3群認められ、 S X25は 南北 2列以上、東西 4

列以上、 S X26は 南北 2列以上、東西 7列以上、 SX
28は南北 2列、東西 8列である。甕が残存していたのは、

S X25が 5基 (常滑窯 4基、備前窯 1基 )、 S X26が 1

井戸 SE01(南から)

井戸SE01 平面・立面図 (1/25)

基 (備前窯)である。なお埋甕と抜き取 り坑には、各遺

構ごとに北西から東西方向へ順に番号を付した。これら

の埋甕遺構は、遺構面から約0.4m下で遺構検出を行っ

た結果、掘形底に残る僅かな抜き取 り痕跡を検出したの

-31-



菫駒∽

905          -14,900

第 2発掘区
   l sE30

1   和
HJ第 531次調査 遺構平面図 (室町時代以降、第 2発掘区は鎌倉時代以降・ 1/200)

■||■■簿誓41響甥 啓汁I笙!よも考え∴件資ミ、W望裂:壁奎
1単位の播目があり、摩滅がはげしい。 S X271ま 平面

棄方形の石組土坑で、石組は 1段分が残るが、石の多 く

ま抜き取 られ残存状態がは悪い。 S K23・ 24はいずれ

も平面長方形の上坑で、底に人頭大の石を 2つ南北に並

べており、両者は約2.4mの間隔で東西に並ぶ。形態か

ら何らかの構造物の基礎 と考えられる力W性格は不明であ

る。出土遺物は少なく、瓦質土器から14世紀でも後半

双降のものと考えられる。

江戸時代の遺構 井戸 2基 (S E30。 41)、 土坑 (S
K29。 32～ 34・ 36～ 40。 42・ 43・ 45。 46)、 埋甕遺

毒 1基 (S X35)、 石組土坑 1基 (S X44)、 石組溝 1

乗 (S D31)、 柱穴多数がある。江戸時代前期の遺構は

少なく、 S K29と S E30があるのみである。 S E30は

ヨ形石組みの井戸で、大半が発掘区外北側にあるため、

昨戸枠内は約 0。 2mま でしか掘削できなかった。江戸時

代中頃～後半の遺構は、第 1発掘区西半に土坑が多く見

られ、敷地奥に掘られる傾向を看取できる。 S E41は

第 1発掘区西半部全景 (室町時代以降 】ヒ西から)     平面円形掘形で、深さ約0,9mま で掘削したが枠は確認
みである。しかし、 S X251ま 一部が発掘区周辺に残 し  できなかった。 S D3日よ南北方向の溝で、北でやや東
た犬走 り内にあったため、その部分のみ埋甕上面からの  にぶれるる。 S X44の 北西隅近 くで西側へ鈎型に曲が

発掘調査ができた。S X25で は5基の埋甕 (埋甕 1～ 5) る。またこの部分から北側 5。4m分は、溝の西側が石組
が残存するが、これらは 1つの大きな掘形内に据えられ   によって護岸されている。その他の部分にも杭が溝に沿
ている。掘形は西側 と北側が発掘区外に続き、東側が江   って打ち込まれる所があり、護岸があったと考えられる。

戸時代の遺構に破壊されている。掘形の南端は埋甕 5か  鈎型に曲がる部分の周辺では、埋土に焼上が多く含まれ

ら約 2m南側にあり、そこにもう二列分の埋甕が想定   ていた。 S X44は 石組みが南と東側に 1段分あり、西
できる。甕内からは甕の破片と共に壁土が出土した。 S  側 と北側は杭を打ち込み 2枚の横板で擁壁する。土器・

X26の埋甕 14抜き取 り坑底には、信楽窯の信鉢がほぼ  瓦の破片を出土する土坑が多 く、いずれも塵芥処理の

完形で日縁を上にして据え置かれている。埋甕の底に設  機能が考えられる。特に S K37・ 39か らは多量の瓦が
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埋甕遺構 SX25(南東から) 石組土坑 SX44(東から)

-14と 44

埋甕遺構 SX25 平面・立面図 (1/40)

出土 してお り、 S K37か らは約340点 (約 5 0kg)、 S

K39からは約650点 (約6 6kg)が出上した。 S K421ま

平面隅丸方形の土坑で、土坑壁際の底には約0.4～0.6m

間隔で杭列があり、擁壁があったと考えられる。時期

は19世紀前半で、当時の遺構面から復原すると深さ約

0.8mに なる。瓦・土器 と共に、「木綿屋佐兵衛 」の墨

書がある木札が出上した。 S K32は埋土が暗灰色粘質

土で、湧水がはげしく井戸の可能性がある。 S K36は

平面円形でほぼ垂直に掘 り込まれ、桶または甕等を埋設

していたものと考えられる。

先述したように第 1発掘区では江戸時代後半と中頃の

整地層 (I層・Ⅱ層)がある。発掘区壁面の上層観察から、

これらの層 と遺構 との関係を記すと、 S K29・ 32・ S

D31が H層 に覆われており、 S K36・ 39が H層上面か

ら掘 り込まれ、 I層に覆われていることがわかる。これ

溝 SD31(】ヒから)

ら遺構の出土遺物から、 I層が 18世紀後半以降で、Ⅱ

層が18世紀前半頃の年代でと考えられる。

Ⅳ 出土遺物
古墳時代から江戸時代までの各時期のものがあり、土

器類が遺物整理箱51箱、瓦類が63箱、金属製品が 4箱、

木製品が 2箱、石製品が 1箱、壁土等が 1箱ある。土器

類は S K16出上の土師器皿 と、 S X25出上の大甕が多

くを占める。 S E09。 S K16出上の遺物 とS K42出土

の木本しについて記す。

S E09出土遺物は上層と下層に分かれ、上層から13

世紀末の上師器、下層からH世紀末の上師器皿、瓦器

椀、銅鏡、この他に黒色土器 A類椀、灰釉陶器椀、須

恵器毒等やや年代が古いものが出上した。 1～ 4は土師

器皿で、いずれも「て」字状回縁の小皿である。口径は

10.0～ 10。 8cmである。5は灰釉陶器椀で、内外面に施釉
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する。 6は瓦器椀で、外面は3分割の密なヘラミガキ調整、

内面も密なヘラミガキ調整、見込みには13回以上のジグ

ザグ状の暗文がある。 7は唐草双鳥紋六稜鏡 (巻首図版

・参照)で、面径は9.5cm、 重量は85gあ る。中央の鉦は

欠け、かわりに鏡面に達する孔を2つ穿っている。圏線

で内区と外区に分け、内区には紐を中心に鳥と唐草を各

2個ずつ対称に配置し、外区には省略された唐草文を6

個連ねる。鋳上がりが悪 く、踏み返し鋳造と考えられる
1)。

土坑 S K16か らは検出遺構一覧表に記した遺物が出

上 している。出土土器から時期は13世紀末頃で、以下

主なものを記す。

土器類は遺物整理箱 10箱分出上し、大半が土師器皿

である。土師器皿は完形に復原できるものが多い一方、

その他の土器はほとんどが破片である。

土師器皿は日径が 9 cm前後の小皿 (28～39)と、12

cm前後の大皿 (40～ 57)が あり、大皿の比率が高い。

小皿には底部を上げ底状にしたヘソ皿 (28・ 29・ 31)

がごく少量ある。いずれも内面をナデ調整後、日縁部を

ヨヨナデ調整する。大皿には内面をハケメ調整するもの

がある。外面は回縁部以下は未調整で、粘土接合痕跡や

板の圧痕が見られるものがある。大皿の57に は、底部

から口縁部に及ぶ粘土接合痕跡が残る。胎土は、橙色か

らやや赤みを帯びた灰白色の色調で一定しているが、灰

色のものや黒斑があるものがいくらかある。この他にや

や深手の皿 (8～27)が出上している。日径は数種類あ

り、 6～ 1 lcm代まで 9 cm代 を除き l cmご とに分布 して

出土遺物 (1/4 7のみV2)

いる。調整手法は通常の皿と同様であるが、作りは丁寧

で、器壁もやや薄 くゆがみが少ない。この他京都産と考

えられる胎土が自色の皿 (58～62)が少量ある。

土師器羽釜には菅原分類
2)の
大和 B型 とHl型 (81)

の他、日縁端部を内側に水平に折り曲げるもの (80)

がある。後者は日縁部の形態が大和 H2型に似るが、H2

型に比べ日縁端部は短く器壁は厚い。従来の H2型の出

現時期よりかなり古く、その初現期のものかは今後の類

例を待ちたい。ヤ勇ずれの羽釜も、鍔の幅は1.0～ 1.5cmと

短い。また小型の羽釜も数点出土している。76は 口縁

端部を玉縁状にしたもので、胎土は砂が少なく精良であ

る。内外面には煤が付着しない。

土師器鉢には大小のものがある。74・ 75は口縁部が

ヨヨナデ調整、内面がナデ調整、外面が未調整である。

77は、外面が未調整で粘土紐接合痕が残り、内面が板

状工具によるナデ調整である。外面に塁書がある。

瓦器には椀と皿があるが、12～ 13世紀の各時期のも

のが破片で出上している。瓦器皿は、見込み部に数回の

ジグザグ状の暗文がある。椀に比べ出土数は少ない。瓦

器椀には大和型の他、和泉型と樟葉型の輪花椀がある。

大和型の椀は、器形のひずみがはげしく、断面三角形の

高台を雑に貼り付ける。日縁部外面にヘラミガキ調整を

行うもの (68～ 70)と 、行わないもの (66・ 67)と

がある。内面は10～ 22回転の渦巻き状のヘラミガキ調

整である。川越編年
3)のШ Dと Ⅲ―Eに あたる。樟葉

型の輪花椀 (65)イよ1点出上しており、体部外面にヘ
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ラ状工具を縦方向に押 し当てて 5弁の輪花風に形作る。

日縁端部外面をヘラミガキ調整 し、体部内面は13回転

の圏線状のヘラミガキ調整する。見込み部は欠損し文様

の有無は不明。和泉型の椀は数点の小破片で図化できな

いが、内外面のヘラミガキ調整はない。

瓦質土器には浅鉢がある。82はやや内傾 した体部の

浅鉢で、小片のため日径が復原できないが、おおよそ

3 0cm以上あると推定できる。内外面は緻密な横方向の

ヘラミガキ調整で、表面の炭素は失われ灰白色である。

外面には2条の沈線がめく
゛
り、その下には花菱の単体の

スタンプ文が押印される。従来、奈良火鉢は菊花の単体

スタンプ文が押印される輪花型のものが出現期のものと

されているが、今回の例はそれとは趣が大きく異なって

いる。また花菱文はやや時代が下ると奈良火鉢では通有

の文様であるが、これらは連続して押印されて文様帯を

構成しており、単体での押印例はない。ヤヽずれにしろ奈

良火鉢の出現期を考える上で重要な資料 となろう。83

は12世紀後半頃からしばしば出土するタイプの浅鉢で、

内外面のヘラミガキ調整は粗 く、ミガキ調整下のヨヨナ

デ調整が見られる。

須恵器には東播系の鉢 (78)と 甕が少量ある。東海系

の陶器には鉢 と甕があり、東播系のものと比べ出土量は

多い。ほとんどが甕で、日縁部内面端部に凹線がめく
ヾ
る

12～ 13世紀前半頃のものが多い。79は鉢で欠損した高

台跡を研いで再使用している。内面は摩耗して平滑である。

輸入陶磁器には自磁 。青磁 。青白磁・褐釉陶器がある。

白磁は玉縁状や外反口縁の碗など平安時代後期のものが

多い。72は 日縁端部の釉を掻き取る白磁皿である。青

磁も龍泉窯系の草花文や連弁文の碗など平安～鎌倉時代

のものが多い。73は青磁杯で、外面に鏑連弁文を彫 り、

青磁釉を厚 く施釉する。高台は欠損するが、断面三角形

と考えられ、森田分類
4)の
Ⅲ類にあたる。71は青磁の

蓋で、日縁端部を除く外面に施釉する。この他青磁・白

磁 。青白磁・褐釉の壺の破片があり、壺の出上が目立つ。

瓦類は整理箱 5箱分 (約470点、43kg)あ り、丸瓦と

平瓦が大半で、型式不明の奈良時代の軒丸瓦が 1点ある。

S K42出上の木札は、長さ7.2cm、 幅3.2clll、 厚さ0.6

cmの長方形で、上端から1.Ocm下の中央部に径 2 11ullほ どの

子とがある。表裏に墨書があり、「ナ||□ □組 今小路町

木綿屋佐兵衛 」「□□組 □□」とある。後述する「今

小路町北南両町大絵図券文 」には、調査地の 2軒北側の

住人に木綿屋佐兵衛が見られる。遺構の年代は絵図以降

で、同一人物もしくは名前を継いだ人物の可能性が高い。

V 調査所見
今回の調査では、当初の想定を越えて各時代の遺構が

良好に残存しており、以下の成果が得られた。

① 奈良時代の遺構 。遺物包合層が確認でき、鎌倉時代
以降の削平を免れた奈良時代の遺構が、周辺にも存在す

ることが考えられる。一方、調査が小規模なため、宅地

利用の状況や、東七坊大路に関しては不明である。

② 平安時代から室町時代の各時代の遺構を検出し、平
城京廃絶後も宅地として再利用し続けてられた様相が判

明した。各時代を概観すると、平安時代には井戸の存在

が示すように、断続的に宅地利用された。 S E09出 土の

六稜鏡は、ほぼ完形品で残存状況もよく貴重な資料とい

える。鎌倉時代には遺構の数が増加し、土抗に多量の土

器が廃棄される。上坑出上の一括土器には他地域産のも

のが僅かながら合まれ、土器研究のみならず当時の物流

を考える上でも貴重な資料である。室町時代には埋甕遺

構が築かれ、多量の液体を貯蔵する施設が存在したこと

がわかる。甕の内容物は不切であるが、その総量からは

考えて何らかの商品の生産または備蓄に関わるものであ

ろう。奈良町遺跡内での中世の埋甕遺構は5例目となる。

③ 江戸時代の各時期の遺構を検出し、宅地の利用状況
を考える上で良好な資料が得られた。発掘区内は18世

紀前半頃と18世紀後半以降に2回の整地が行われ、各

時期とも敷地の奥には塵芥処理用の上坑が掘削される。

史料によると、今小路町は宝永元年 (1704年 )・ 享保

11年 (1726年 )・ 宝暦12年 (1762年 )の 3度にわた

る大火に見舞われている。調査ではこれらの大火を示す

焼土層等は確認できなかったが、18世紀前半頃の整地

の時期が宝永または享保の大火と近接しており、何らか

の関係が推定できる。また、安永 2年 (1773年 )の今

小路町を描いた絵図「今小路町北南両町大絵図券文 (天

保 4年 (1833年 )写 5))」 によると、今回の調査地は

北から「小泉屋 赤兵衛 」「菱屋 忠兵衛」「紬屋 又
六」の3軒にあたり、南北に3つの宅地があったことが

わかる。間日の規模は、北から「二間四尺二寸、三間四

尺五寸、二間六尺四寸」とあり、これらの合計は現在の

敷地の間回規模とほぼ等しい。この宅地割りを発掘区内

に当てはめると、北から一軒目と二軒目の境界線がSK
33。 34と S X35の間に、二軒目と二軒目の境界線が S

K43と S X44の間にあることがわかる。江戸時代の遺

構分布は、それぞれの宅地内でおおよそおさまる傾向が

認められよう。 (中島和彦 )

1)鏡のデジタル図化については、橿原考古学研究所の奥山誠義・水野敏
典両氏にお願いした
2)菅原正明 「機内におけると釜の製作と流通 」『文化財論叢』1983
奈良国立文化財研究所
3)川越俊― 「大和地方出上の瓦器をめく｀る二、二の問題」『文化財論叢』
1983 奈良国立文化財研究所
4)森田勉・横田賢次郎「大宰府出上の貿易陶磁 」『九州歴史資料館研究論
集 4J 1978 九州歴史資料館
5)個人蔵
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事 業 名

届出者名

調 査 地

マンション建設

株式会社 奥村組

奈良市西大寺宝ヶ丘73卜 1、 738-3

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 17年 5月 31日 ～7月 29日

667�

久保邦江

6.平城京跡 (右京北辺四坊三坪)の調査 第532次

I。 はじめに

調査地は、条坊復原によると右京北辺坊四坊三坪の

南東隅部に相当する。この三坪と西隣の六浮 との間には

称徳山荘の園地とみられる池が存在し、三・六坪は称徳

山荘として一体利用が推定されている。また、市HJ第

289次調査では古墳時代後期後半の掘立柱建物・掘立柱

列 。土坑を検出している。本調査では西四坊坊間東小路

の確認と、三坪内の様相を明らかにすることを目的とした。

■.基本層序

調査地は西ノ京丘陵の東斜面に位置し、北西から南東

の方向に下る緩い傾斜地である。基本的な層序は造成上

(0。 lm)、 耕土 (0.08m)、 床土 (0.06m)、 濃黄褐色土

(0.08m)、 灰褐色砂質粘土 (0.08m)、 灰色粘質土 (0.2

m)、 整地上の黄褐色粘土ブロック混灰色砂質粘土 (0.15

m)と 続き、現地表から0,75m下で黄褐色砂質粘上の地

山にいたる。南東へむかうに従い整地上が厚く堆積する。

遺構検出は地山上面と整地層上面で行い、遺構面の標高

は第2発掘区北端で84.lm、 第 1発掘区南端で83.lmであ

る。第 1発掘区東拡張部の東半は約0。8mの深さまで地下

HJ第 532次調査 発掘区位置図 (1/5000)

げがされており、南端部には灰色粘上の溜まる窪みがある。

Ⅲ.検出遺構

検出遺構には古墳時代の方形区画溝 1条,斜行溝 1条、

土坑2基、奈良時代の掘立柱建物2棟、掘立柱塀3条、濤

2条、井戸 1基、土坑2基がある。

古墳時代の遺構  S D01は 第 1発掘区東半で確認した

溝 (幅 0。4～ 0。 8m、 深さ0。 6m)である。溝は直角に折れ、

さらに北に屈曲する。北西角部で完形の布留式甕が出土

している。他に第 1発掘区西南隅部分で土坑 S K02・

03、 第3発掘区南西隅で斜行溝 S D04を 検出した。

奈良時代の遺構  S D05は第一発掘区東辺部で確認し

た南北溝である。位置的に西四坊坊間東小路西側濤とみ

られる。 S D06は S D05と 並行して三坪宅地内で検出し

た南北溝である。いずれも地山の黄褐色粘上を合む上で

埋め戻された後、掘立柱建物 S B10が建てられている。

Ⅳ.出土遺物

遺物整理箱 10箱分の遺物が出土。縄文時代の有茎尖

頭器が S D01最上層、鉄製鋤先・石製陽物が S E07か

ら出上した。木簡は第 1発掘区東端の地下げ部分の南端

部の灰色粘土から出上した。木簡には五文字書かれてお

り、うち「国」の一文字のみが判読できる。他に古墳時

代前期の土師器・須恵器の破片、奈良時代の線刻土器、

軒丸瓦 (6133R)丸瓦、平瓦、簿の破片がある。

V.調査所見
今回の調査では、古墳時代前期の濤を確認し、平城

京以前の遺構がこの地域に広がっていることを確認した。

S B10は奈良時代後半の桁行柱間が12尺の大規模な建物

で、西四坊坊間東小路西側清、井戸 S E07を埋め立てた

後に建てられており、8世紀中頃以降に三坪は、東隣の二

浮と一体で利用されている可能性がある。 (久保邦江)

．）鰺つ・，融　ｓＤ‐ヽ

HJ第 532次調査 遺構平面図 (1/400)
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遺構番号 棟方向
規模

桁行全

長

梁行全

長
柱間寸法m

備考

桁行 (間 )×梁行 (間 ) 桁行 梁行

S B10 東西 4以上 ×2以上 触
上
Ｄ
上

柱掘形埋土から8世紀の上師器片・須恵器片出土。S D05。 SE 07
より新しい。

SAH 南北 2.4-2.4-2.4-2 1 3世紀の上師器片・須恵器片。掘立柱列。 S A12と 2.8m隔て並行。
S A12 南北 2.4-2.4-2.4-2.1 3世紀の上師器片・須恵器片。掘立柱列

S A13 南北 2以上 4.8 3世紀の上師器片・須恵器片。掘立柱列。 SAHよ り新しし

HJ第 532次調査 検出遺構一覧表

構

号

遺

番

掘形
主な出土遺物 備考

平面形 平面規模 (m) 深 さ (m)

SD
01

方形区画

溝

東西11以上南北15

以上幅0.4～ 0.8

上層 :8世紀の須恵器片・土師器片 。有茎尖頭器

(奈良時代の整地層)中層 :6世紀の上師器片
下層 :5世紀初頭の上師器片、完形の布留式甕

摂出部をもつ方形区画溝。国上方眼方位に対し北で西に

的30°振れている。断面形状はU字形もしくは逆台形。

SK
02
偶丸方形 東西22南北2.2 5世紀の上師器

土坑底で小ピット2基確認。主lhは西で北に約30°振れ
ている。

SK
03
偶丸方形

東西2,0南北 l.8以

上
5世紀の上師器 S K02よ り新しい。主軸は西で北に約30°振れている。

SD
04
斜行溝

南北4.0以上幅12
～ 1.8

上層 :奈良時代の上師器片・須恵器片

下層 :6世紀の須恵器片
北で西に約20°振れる。

SD
05
南北溝

長さ22以 _L幅0.75

以上
03 8世紀の須恵器片 。上師器片・丸瓦片

西四坊坊間東小路西側溝。東半部は地下げで壊されてお

り、溝幅不明。
Ｄ

６
南北溝

東西16以上幅0.8

～ 12
3世紀の須恵器片・上師器片・不明瓦片 S D05と 5.5mの 間隔をあけて西側で併行する。

SE
07
司形 直径1.85 22

8世紀中頃の上師器片・須恵器片・丸瓦片・鉄製

lJ7」先・石製陽物形
井戸枠は抜き取られ稽造は不明。 S D06よ り新しし

SK
08
隅丸方形 東西2.2南北2.4 2,7 3世紀の上師器片・須恵器片 薫部が二段に掘られている。湧水層にはあたらなかった。

Ｋ

９ 不整円形 東西0.9南北0.65 3世紀前半～中頃の須恵器・土師器片

第 1発据区全景 (南から) 第 2発掘区全景 (北から)

第 3発掘区全景 (南から) 溝 S D 01(南東から)
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7.平城京跡 (右京四条四坊・西三坊大路)の調査 第533次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では右京四条三坊、四条

四坊の西三坊大路と四条条間北小路の交差点上にあたる。

調査地周辺には円弧状の地割がみられ東400mに宝来

山古墳、東北250mに兵庫山古墳も存在することから、

古墳の遺存地割 (円墳または前方後円墳の後円部)の可

能性も考えられた。

Ⅱ 基本層序
発掘区内の層序は、上から造成土、灰黒色粘土 (旧耕

土 )、 暗灰色粘質土、灰褐色土、灰褐色粘質土、暗灰色

粘土と続き、現地表下約1.4mで灰緑色粘上の地山にい

たる。遺構検出はこの灰緑色粘土上面で行つた。地山上

面の標高は74.9mである。

Ⅲ 検出遺構
遺構検出の結果、奈良時代の条坊遺構や古墳に関わる

遺構はまったく検出できず、円弧状の遺存地割の性格も

明らかにできなかった。位置的に発掘区は西三坊大路路

面上に位置している可能性が高いと考えられる。

Ⅳ 出土遺物
本調査では、出土した遺物はない。

V 調査所見
調査の結果、本発掘区は大路路面上にあたるとみられ、

本調査地から南に約150mの場所で行った市H」 第304

次調査
1)で
も条坊遺構は検出されていない。大路が条坊

復原よりも西にずれる可能性を考える必要がある。

(池田裕 英 )

1)奈良市教育委員会「平城京右京四条三坊十四坪・西三坊大路の調査第

304次 J『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成 6年度』1995

S  148,692

1:造成上       5:灰 茶色粘土
2:灰黒色土 (旧耕土) 6:暗灰色粘質土
3:暗茶灰色±     7:灰 褐色土

9:暗灰色粘土

地山 :灰緑色粘土

(ト ーン部分)

4:茶灰色土 8:灰褐色粘質土

事 業 名

届出者名

調 査 地

個人住宅新築

個人

奈良市宝来三丁目815番 2

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 17年 6月 13日 ～ 6月 21日

14∬

池田裕英

HJ第 533次調査 発掘区位置図 (V5000)

発掘区全景 (南から)

H,76,8m

HJ第 533次調査 発掘区西壁土層断面図 (1/80)
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HJ第 533次調査 発据区遺構平面図 (1/100)



8.平城京跡 (右京二条二坊九坪)の調査 第534次
事 業 名   マンション建設            調 査 期 間  平成 17年 9月 1日～9月 16日

届出者名   新星和不動産株式会社         調 査 面 積  100�

調 査 地   奈良市西大寺国見町一丁目213774    調査担当者  久保邦江 。中島和彦

I.は じめに

調査地は、条坊復原によると右京二条二坊九坪の南西

隅部に位置しており、調査地西端に二条条間北小路と西

二坊坊間西小路の交差点が推定される。周辺の調査例に

は、約120m東で県1993年度調査があり、二条条間北

小路と西二坊坊間路の交差点を確認している。この調査

の結果から、本発掘区は二条条間北小路路面にあたると

推定され、路面の状況を確認する目的で調査を実施した。

■.基本層序

発掘区内の基本層序は、造成上 (0.6m)、 耕土 (0。 15m)、

床土 (0.08m)、 淡灰色砂質土・粗砂・小礫混 (0.08m)、

茶褐色砂質土 (0.08m)と 続き、灰色中粒砂 となる。灰

色中粒砂は旧流路の埋上で8世紀の上器片を含んでいる

が、上面で奈良時代の遺構を確認したため、この面で遺

構検出を行つた。旧流路の遺物を合む層は0。2～ 0.4m

堆積し、それ以下は遺物を合まない灰色砂層が 2m以上

堆積している。遺構検出面の標高は69,7～ 69.8mで ある。

H」 第534次調査 発掘区位置図 (V5000)

末の溝 1条、時期不明の滞7条がある。

奈良時代の遺構  S K01は発掘区南端で検出した平

面形隅丸方形の上坑 (東西 1.lm、 南北 1,lm、 深さ0,4

m)である。埋土は2層あり、両層から8世紀の須恵器片 。

土師器片が出土し、特に下層からは土師器甕の破片がま

とまって出上した。 S D02は発掘区北端で検出した南

北溝 (長さ14.5m、 深さ0.2～ 0.4)で ある。南肩を検

出した。埋土から8世紀の須恵器・土師器・丸瓦・平瓦

の破片が多 く出上し、下層からは8世紀の軒平瓦が出土

した。 S D03は発掘区西端で検出した南北溝 (長さ1.5

m以上、深さ0.2m以上)である。東肩を検出した。埋

土から8世紀の須恵器・土師器の破片が少量出土した。

江戸時代の遺構 発掘区南辺部で確認 した東西方向

濤 S D04は、東西16mで、北肩のみ検出した。茶褐色

砂質土から掘削され、検出面からの深さは0.2mである①

埋土から8世紀の須恵器・土師器片と18世紀末～ 19世

紀初頭の肥前窯製や、京・信楽窯系の陶磁器が出上した。

Ⅳ.出土遺物

遺物整理箱 10箱分の遺物が出土した。 S D02の 出土

遺物が多 く、8世紀の軒平瓦 (6643C)、 凹面に「×」

のヘラ記号のある平瓦、・埠・円面π・製塩土器片等が

ある。 S D04か ら8世紀の軒片瓦 (6641E)が出上した。

他に包含層から軒丸瓦 (6275種別不明)が出上した。

V。 調査所見

今回の調査地は、二条条間北小路の路面と推定された

が、奈良時代の遺物を含む遺構を検出した。西隆寺旧境

内や市 HJ第207次調査では、周辺の条坊関連遺構が北

や西にずれることが報告されており、今回の発掘区が十

Ⅲ。検出遺構

検出遺構には奈良時代の土坑1基、溝2条、

-19,490
|

H」 第 534次調査 発掘区遺構平面図 (1/250)

坪内の宅地 となる可能性もある。
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